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一 都 貸 知
般 市 金 事

平 競 計 業 表
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平 特 催 帯 北
成 定 広 海
十 非 市 道
四 営 稲 地
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号

毎
週
火
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金
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月 施 大 開 関 示 表
六 学 発 す
日 告 行 る

示 為 法
に 律
関 の
す 規

金 る 定
工 に

曜 事 よ
の る

日 完 貸
了 金

に の 及 特 通 に（
関 免 び 四 別 知 係
す 許 供 件 措 る（
る の 用 ） 置 二 保
工 出 の 法 件 安
事 願 開 に ） 林
の 始 よ の（
し 二 る 指（
ゅ 件 二 市 定
ん ） 件 町 の
功 ） 村 解
認 道 除
可 の の

安 の の 変 付 付 祉
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除 同 申 申 の
の 意 請 請 三
予 の 書 書 ）
定 認 等 等
定 の の

様 様

い 人 地 備 示 目
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水 改 改 祉 祉
産 良 良 部 部（ （

治 経 指 指 農 総 総
山 営 導 導 政 務 務
課 課 課 課 課 課 課

又 響
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北 海 道
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庁 係 庁
日 る 留
高 落 萌
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示 公 示
示

の整
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丁
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番書た
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部
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しき議公公け

命だと受

る述、は長述聴な

ず公

のれ

こ人公、は人会け

公、議ば

とは述議、は

がは述質事な

が、人長

き理事、人疑をら

で代

北 海

収公公各、公議囲

は範
は超

容聴述公発述長を

時の、え

人会人述言人

、の間発公て

員はは人

、知発発を言述発

は、
お事言言短は人言

道 公 報

７

番公知述聴

聴た便公傍

聴に面号事人人

公会書

人 会おをはにの

述
、そ収 にい平

の容 の
に旨人 決

おて成－

い意

定よを数 て見年

第

４５６

広係広述公

対帯関帯公
の述 事市地市人

種規象

範定

が田の決の

業稲域
線の出

施基囲等申 実町

類模さ

号

３
事象名

対

平務事
成所業
十のの
四所名

年在称

九

人故文にを傍な

地、称

。

。にそ書対す聴い

る

意質こよ

意のでしるし
がと

をや見疑とう

見他
べを提すです

述むをを
さこな者

さ得出るきる

、いせとい

せな
情職で下

又事、が。以

文に員き

は

、、

おのし時縮、がし

る備準又

む指よ間す準

と、こ書備は

ね名うは

す
るすそとの書不
当 で職るれが記の穏 人

事載な あ員とぞあ載記

きれる
。項事言 る以は

外以を

下、分以項動 。

議以
と事のた

議長内の外し

長の

申知の

準を９）る通そ

海出す他

備述月北

書べ

し。聴

にた日道をる公

つい環
）生者の

い旨月境た会

び催

環びま活及開

て及
保見に環学に

境意で部
知室経し

全の、境識関

、手

見要事環験て

の概

べ１
る東続

れ

土

き線 地

区、

事の

理線

整２

画域東

区

及
部

一

業各

月種

六類

日

稲

市規市

広び広

帯及帯

２田

西模

金

南西

条川

曜土

丁地

日

画

目区

でりそ。聴

書よにる傍

読と

見聴朗」

意公の人

示出さう

提にをい

を会
こは

るでる）

す席せ。

がいが傍

となと、

こき

事と

き認き券

でとで聴

と可るに項き

」許す項

たいつ、

いを。つには
ての

。けだていそ

う受
がけ、言若発

）なし発

述てくを

主れ公しし言
定止

すな人はは禁

宰ば
。な多らめし

るらがな

。にいれ又

い数なら、

地並境の必

幌策るな

かび札政あ要

の項

の住市課者事

らに

ち

見、央にう

意所中）

ら

述名北しか

を氏区対

述

よび条申公

べ及３、

を

と話６出人

う電西し

び

る号目も定

す番丁る

、
線
１
東
、
線

基
町

西
川

の

業
事

１理

－整

線
１
西

。れ付

いら。交

なめる

２
たるを

非 請た款 定
申特代主定

たは

利事記 営 のるに 表

のを

と間場

ぶ時退

及。

き

事記
るに 表

た款

代主定

者をのめ

、載用すそ

は記専と、

立１

。

公し郵るの

北

特の 海

定認平 道

非証成申特 告

定 営の 示請 利申年非 第

活請９営 の

動が月利

８９

部
一
各
の

述聴海幌

又公公公北札

不会の会道市

傍議は聴

人は穏の申に環中

聴長

生区

は、当中出関境央

、公な止がす

券はる

聴長き

傍議で
が

活務載 者 あ 、事
は、。

人のれ 法 たの所さ 動 っ

的

名在目 月の氏所た 年
北中札進一行

日称名地

こ

成海田幌こ振般う

平
道市の興市

務載 者

年ボ中法を民と

在目

氏所た
のれ

の所さ

目

外札タつのを

名地的
ネぎ人的

崎幌こーな法

あ

欣白法ッ、及と

市の

促あ６活 号

人

法た法 た

進っ日動 っ
年 の

同日称

成、名 月 平での
成い

律２平あ

法第
年条

あ

第項
７の

聴言なる活北

号規年い

環条

聴会動い照部３

公

し合先境西

会のを場会
環丁

お序た等室６

に秩
て維をは境目

いを者に

す去聴策電

発持退公政

たせを

するさ会課話

言
る
こめる中

防
聴の
公故

） とにこ止

必
、他
日の

当そ
の止
会

と
付る

受あ
のが

定要
所

、

７ラ清央人通にで

で

、てし北

月ン区はし対

テ南

ボ、道

日ィ２ボ、て海
ボ

コ西ンラボの

ア条ラ
テンラ ー

アィテン

デ丁ィテンラ

コアィ

ネコアィテ

ィ目

運

タムデー振ア

ージー
ルネィに動

ーティデ興

市る

一石人ト活びす

協

本、レを民。

区はテ動

９祉放な体

通福ビつ団

目動をこ活

丁活送ぐの

４ボじに援

北や通と動

ン広り、

番ラてよ助
に

ィ提さ援

号テく、支

に月レ

）定７テ

ア供ま

ビ

第
よ

北

１告
第公送

条り日放

定知

規。道

のる海

項す

が必とす

、
り堀

よ
に事

で要がる

きがで。－

なあき

いるる
認

。と。
と）

る線

め内

き
は－

、

き
にと
順る
着め

先認

そ

す聴
付傍

交、
りは

よ

一る人

六

ーネ関に

を
場
入

。の

会

シーす寄

ンー事す ルョタる与 ビ
推びをこ 階の及業る ７

なす

情、ま与
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イ人営こ

をと非る

報人

也

お
と達

の
次

ンを利と

制

、
げ

妨
を
序
秩

の

設
り

と
こ
る

す
限
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申特

平 請定

成
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非

十 営

四 あ利
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九 動

北 海

に 表 非

た款 定
特代主定

動
活務載 者 利事記 営る

道 公 報

４

記

の るに

請 た款
主定申

っ 務載

あ 事

第

３
利

営 の表 非 請定
申特代

動 っ活者 あ

号

月 法 た

六 年人

日

日称
名 月の

金

、る成海

供総みす平北

す合

曜 道 る的も。

事なっ年産

日

を点地月技

業視て８業

氏所た 人のれ 法の所さ

の族

称名地的

名在目

の

こ齢の周に

ぶ内旭高て

う市ので品辺対

ど田川

を生、

の忠法身位でし

はが生活そ

木暁和人体

月

所た年

のれた

所さ

４

アるの決平

地的日

在目
幌こ地こ仕を成

札
市の域と組目
づす７

厚法社をみ指年

はとじくこ月

別人会通

名 月の氏 年人
法 たの

区

クルボま平ア大

日称名
ア

しなラす成ジ崎

つ意ン。

、とィ７満

つ識テ年塾

を意

とー得の
自誇ア月

的を指変

目ー目識

をタ

９術

し会、を

と社し革

福援

うらの日支

行か域

もでの会

と援祉協

と支
寄

こ福に

、る進

にき増
材る

の人す

らの与

れ祉

きすの
を成と

動育こ

活
々

５心きるる方

条、動
にらと齢の

丁身づこ高
で又望

７機くが者要

目

あ

９的っきはに

番能な
約もよ能っ

号制てる機

態そに制福

状、う的た

有人旭者サ

をの、約祉

しが川及ー

厚、のてりと

自推目

別環共、のを日

と

４調プ立進的

東境同
・ジよ図す

条査ロしを
と、。

丁文ェうりる

５

る際

４交トす国

目化ク
間な

７な立人的

番流を
げ育北

、上を南

号どち
様

らりの

質しの

資そ代

のと時日

寄

、信に

上自造

向て創
、る

ていす

し培与

そを
ェ道を

フ海と

ロ北こ

プ

社、

すに代め

ま的現求

時さにじ

同知会同

。認
るを

、専けい

にせお想

ラ職持

ボ門
と達

テし存人

ンと生つ

コ市生ネ
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ピ
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的

名在目 月の氏所た 年

持平い麻河何
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郡のか

増成き生西こら

い 進

載 者 あ

に年き和中法の

れ 法 たの所さ 動 っ活務
在目 月の氏所た 年人の

札ー行ス

日称名地的

名
本村幌こクいポ

平日木
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成

事支
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的
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のれ
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す
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逸豊はる
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太
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七
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寄８生子札
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与
す
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る日援東地必
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こ
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目ろ１齢て

を

障住

と目、る

す

・対
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る番害民

ら通

８イ嗣区人フれを
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月ウ東はの

地

日ー穂ス及通た
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ク２ポ・じ
・域流

ル３ツ発地交

ゴ

促

協目好プにの

フ丁愛
番にーけ進

会４者レお

対環るや

に

てのポ域

号し境ス地

市活を関

まの術般育大

づ益関民動計す

ち公に

行し事

くのすをを画る

進経象うて業

り増る対

る行

福に験とといを

、

知たも人う

祉貢としと

と

増す識産にたこ

の献

技新にを

進るに業、ち

環める術し対目

、たよ

平、と
境に幅にいす的

寒技に

月業も

区産と

馬

代

条準世

２水次

東術、
との

目揚材

丁高人

３の
海成

番北育

と
供こ

提る
をす

号道を

、
、て
者し

こ目
るを

す

整ー住

等で
も宅

ど在
子

健

カののの

ス備ツ民

、
をと維

ウ業興康

イ事振

助す

の、広関起ると

ォ

調るや言る

保会いす業
び

、の査普現並。

全員
す研・のに

国有・及在 健
向、

のし
済進

経推
際 に全

上



非 請た款 定
申特代主定

者 あ利事記 営 のるに 表
動 っ活務載

北 海

事記

るに 表
た款

代主定

務載 者

道 公 報

非 請 た款定

代主定申特

者あ利 事記営 の るに 表

動 っ活 務載

第

９
活
あ利

営 の
非 請定

申特
動 っ

号

主定

平た款
成るに 十

事記 四
年務載

九

た 年人のれ 法 たの所さ

名地的

名在目 月の氏所

、

平北後札ルびり

日称

こに 成日藤幌

の我そ 本市

人国利

年エ光中法がの

月ジ区は経用

８ナ造央

在目

氏所た

のれ

の所さ

い

古札ン解にな

名地的
ののじ、

賀幌・こ決応
域

千厚エ法たた地

市ウ
は、法の

秋別ス人め方

人 のれ法 た の所さ

区ト

称
名 在目月の 氏所た年

古函の現平オ

名地的日
ィ

川館こ向に成フ

満市の上寄
す８ポ

寿杉法を与年ス

町はめる月ケ

子並人目

ウ
日称

名 月の
年人

法 た

っる成ィ

ー事護もす平
メ

ル業事

の並業て。

ど会８ズ

運びな社年ン

所さ

な高の全月ネ

営に
月のれ 六

所た 日

地的
在目

金

館こて

函し

曜

亀法き

市の生

日

北、済が

本はき

田人生

イ

条ネ発域

日問５エの地

６ギにび

調西ル展及

題

目がく球

会丁ー欠地

査

の境

番達と環

１私この

生でに

地の
安いな

北のなき

活き大

護、祉

厚館、介で福

海

日 別

常、柔発

事にに

１生家軟展 号 北

助応与

１の援対寄

条活
育るる

目で、すす

丁中
抱
る支広を

番え児幅事
と

ま等生的

号さ援い目

ッ

サざ、活

，ざこ

性，を

番女しと日ト

権とと

人別的

号の差目
な
をの。

害見る

侵偏す

ッ

自な
，等
し平
否い
拒

ど齢高体

の者利函

子者齢の日ト

のき健の

も生保益館

ど

祉に

全い福進

健が、増

やり関与

成くに寄

育づ
事こ

会業るる

社事すす

暮

町、と
育び業と

教及

子
よ

号かる

６もせ

番どら
所
ま児
者託
齢、
高う
ら

定も影

もフ
誰び
の及
で

及

信上でを

通向の響

道
ビ並あ

利
営 の表 非 請定

申特代

ーなの援る

ニまそ支す

ウ題々行

タ問時を。

非 請た款 定
申特代主定

立世

利事記 営 のるに 表

位実
地の
と界

をを

事記
るに

た款
主定

す者い的

関齢行目

に高
る介、と

利
営 の表 非 請定

申特代

者 あ

心ク
安ス
、ー
がリ

の氏 年人
法 たの 動 っ活

が与平北上

日称名
名 月

道

サに紡す成海田

る進
ー係ぎる

文

活務載 者 あ

ビわ合こ年

人のれ 法 たの所さ 動 っ

的

名在目 月の氏所た 年

盤平夢渡札豊

日称名地
市のな

を成紡邉幌こか

ぎ 安

さ
務載

定年・智中法暮

さ

地的
在目

所た
のれ

所

うた立な

札相経行す己

者面こめ案い

幌こ談済

厚法自・とのさ為

市の

年人
法 たの 動 っ活者 あ

平北藤

日称名
名 月の氏

提国寄成海根

集のがに

道

、
提言経与

ぼへル
供、済す年金寛

雄

と合に

こ適ー

すのギ

スるうと８
越

や活相を月

情動互目

総助と基

報を扶的日智

、的コる

供合のす金

提
のうニ

供行ュ

子にミ。
社

、にー

成とィ

育こテ

し

さ８く子央人ら
まよ

ら円、が

せ月ら区は

る

る

と西域れ

こ日山地送
暮よ

を町に

目

全療

と目す医

的丁らう
の保

る番て、

す１

。

心に支せの

々、

号人健

はが理よ援る予

別人身

的

厚、直面りをた防

区

うの教

別ク面で、行め

ケ談。支育

中レしの相

ッいア者ま援活

央ジて

を

条トるをがたと動

３

健て行

６・問重自、し

しに全、い

丁ロ題視力

ン明たよな将、

目ーを

人

番等確カる金来個

３
のにウ生銭金

こ月管

等要、る８銭隆
理

を望社

行等会と

び発目援

う及のを日支

連とと会

と関展的協

と

。

、活地る

に諸、す

も

地

ら実び

れを及

そ動域

、す

に等関
諸し球

の践

エ国問

、が諸

み我る

鑑

い

ギのつ

ル外に

ネ内題

ー、

一のとて

八

究

供北研

定に査

安く調

人構

づ、の

ちり会

給日

推と寄

の人に

りと築

く

、関
てに

し等
対祉

に福
心す

問消

号債捉ン活管銭の

リ建計題費

務えセ再理

活

関上ンを画を生

にた

指自こ基

しでグ目を起

境

題も環

問、の

、、を わ全

い、保

つての

にっ 保係情

確にび

の本及
て 境ネ収

環エの

、る報



所生院身旅居

補の通の

助

平 活 の得交体客住

成 保 対が通障運す

十 護 象、費害賃る

四 法 とそ相者割市

年 なの当旅引町

九 昭 る扶分客を村

北 海

別

通 記

院る人 １

海ん透助

交北者じ工補

のの療対

費道臓析の

通
域能にと

助区機法象

補
対内障よな

の

道 公 報

図助

んを補

じ進で
増内

障め。

能たる

機るす

臓
害、

第

費

のん助 健補務そじ補 保

業 祉金は目臓事 福助又

所を業又能 部等事的機

分害 交のは 管障

号

務載
事記

るに
た款

主定

月 和 者養の運受に

六 の親給賃け人

日

引い透

年 扶族付割て工

義の受規な析

法 養等を

者法

第 務有け則い療

律

者無て

金 で及い昭を

）

当びな和実 号

曜 施 該数い
よ

補に者年す に

日

る
のじ月医 る

助応４る

の

と居を医者

象に害る
年

るし生機前

な住更療
所

はじるのの

者、す関
及

次臓め付得

、んた給
補

各能居受び

の機、を
の

の害地て助

号障住け

福の
の算

者予

いに以い

称旨

者 付名趣

の囲
祉範 事び交 の院 る及 そ通 す

対に

助１
記 補別

）通 ３

た
のれ

所さ

者。

象る
よ

に体

札民団

地的
在目

所
市のよ

幌こ
中法る

央人自

機 療

対て１療 医

区は発

関 扶

象、日

が 助

と次

海い 移

る表北な の

なの
め公 費

の定道者 送

者に
生
を額第だ 、

計る告た 等

持超号、 の

維を４し 他

るなにの 令

すえ）次 法

れりの者象

ずよ外る対

村る

も身町な

に、市と

す害所の

当障に者

該体

る者

者手す偶

る者在配

る交療前

あの医の

で帳

経
る

とを関の

こ付機年

給
臓の

ん療 補じ医
る
費

け

対害受
障を
能付

助機

的）

工合
人場 象

がる
者

条民非の

２市なへ

南、
企利成

西、営助
活を

目等益業

丁業公事

か
ら動目

践す

地く実と

番広を的

ア 等

をる。

金する

２資

ら よ

のもるか に

者いよ
１ 養

扶

年り道エ

前の鉄

に所

人上 等以 族人 親０

しは

て院又

け通得

。受

る

です

まアイウエ
、

い
住初併事市

の居当合仕
等都村

ずすに症の町

い

療院
析通 経

透の

れる受

記 補別
よす
に要 費法に

募市

。 等る
よ 率

に

助２

を
市動
、活
り民

北

北次 海

海の平 道

道と成 告

がお 示

平り年 第

成定９
め月

が者
等偶

数
の

所又
得は 本基

税老 人法人

所扶 円

族 養 得和親 扶昭養

に

か市診に合の
制年で 親

たりよ療

に町しよに医
夜関

当の医専り機

該村
る療機的間を

す医療門
に療人診

場機関医に受
透き

はで継機工で

合関
く透しで析な

除は続関
通人法者

。析ての療い

身の申者帯得額確

）患

院体写請のの額の認

通

き

証障し者所前及課で

所状る

明害及属年び税

るの得況書

書者びす分

式

帳請世所税が類

手申

第 申べ

福 付す
交付類保

請き
書関

す
実付類

添書様

に係号

書関
告き

報べ
績

年る６ 号

金
助

補
て
い

お
に
度。日

等法あ

族

付
交
を
等

律る 限１第と 人き 基準に号は 準つ
に当 き 円）、
規該 額

定老一 す人九

老除

円る控

が透行

者院工を

当人対

要

い要療必

多必析う

が
受必あ

め者がが

たな法
時

き者、

でな等

診要る

支
先

出
提

制

者的

い間

な

提提

添書
に係

日
る庁
す

付部及部期

交出限出出

請、提 海申数び数限 北

先部に 知書提出１別 道

る
す

堀示

提期指 事の出

対
助
補

、
業
事
は

又
務
事

偶 額扶除配

該控象 経
象

の
限

族配又

親象者

養対 績な
実し 摘要

住
居

め
た

費

、
は 也要告。

報い 達

等
率

助
補
、



万万万

て１１３５

じ
乗

ををを

算円円円円

計万
えええ

た下超超超

し以
金の

北 海

２
２得費

別。じ所経

う乗

に）て

万税を 定を計

円課次

にしを税に 円円 め次算

超 基掲た超世掲 以を る
げ金え帯げ 下

道 公 報

別

補１ 記

助 ２

次課
、非

は税
額得

金所
各世

の税

第

等以 族人 親０１２ 養
扶

数
の人人上

号

平
成
十
四
年
九

を額万万金

額金３５る

し下下

算以以

合円円額

以
額額額

金金金

たのの

の
内
額２３以つ

る のえ 準

分 と分下き分

金属金 金２ 額る額るに

額合額す額 に額万 金を

者区 り以 に算るに よ円

し 出の 分た分 算下 区し

、 た額 て額て し金 し金

かれのれ

そ内そ １
、以

ぞ 月ぞ額２

のた号帯
ごれと分分れ

つが扶う額にに に族人
１めす きあ養ち）定属

る親るる と族人者者 きのをの はほ除

そにた を分 、かい 円区

額養人 算応 の扶老 加に

当族養 た、 に親扶 しじ

扶基

養
所親

等養
扶 者

に 務

円 義

等 得族

月は養を 六老親加 日

額
あ 養た

で 扶し

人族算
と 族

る 親

金

は 人
き １

曜

つ当
に、

日

の

き該

の すのの
２ る０１者分

。にの

前つ
。

のはる

分てす

年いと
を 額円

税万
得３）

所、

とのすののの

え ４超 が

金 の金る０１

対、、 助にに

補額。額
分 費区区 経該該 象当当

ごご

分
掲掲

にに 下
とと 以

族該 該等親 額当

げげ 経

老が
扶い人 得号 人な１ 所各

親きつ 法掲 養とに 税に

１、） 規る 族はき にげ

定金
額 人当

すと に該

るす つ老

。 扶を 人る き人円 老
の 制

う 準 限

ち 基

１
扶

た
い

除
を 額

人 準円円

特

額族
親

養

定
扶

法人
同１

、族
を親

円養
定き

規つ
にに

す
る

る 万
金
額

金

イウエオ助
補

３

円に
市の交

当合仕るそ等

す

と
割割 」
るる 費

初併事

いをを

合合

院住オ居

申通居ら
かア

当養加 扶

者のすま住

請

１２

親老族し

該親算 養

番機工名所

体療人

身医

人
１

等

害関透在

障

福
保

保

第 平福

成第

号 年様 ９号

式

特

月様

を

扶）
円 定

北

平次 海

の 道

よ
成
告

う 示

に
年
第

改
北
海
正

等都村申

に症の町他付

受
しよで医額

診に合の請

医専間機出

たり夜療算

機的人を訳

療門に関内

析で

へ療透診

関医工受

しで行な

続関をき

継機

住利市のる

の際るです

地す村ず町

所用町い市

ら交人かの

かるにれ村

機透○療

医そ通工に医
し関

機う関析を機

療の

法、で

関ち療
をオは

の

へ析称地

在を実の透

所

院を

帳通法

手の療

者号

て

状し

有況療

所状受

の

式

機
療

医
る
い

況

６第 日及

３

事

び

条

業

保

第

実

福

２

績

第

項

及 、

び 号第

補 様５

助 式条

金 を第

等 次１

交 の項

道
す 号

第。
示る

告
号

てのうい

金
助

補
道

海
北

透が

院工要め

通人必た

な必等

要がる

必析あ

が
め的
た間

めな時

た要、

合患

地利施場析

に
限
制

具が

でするは者

ま用す
的く

距距療体多

のる医

で

が記診

関に受

離離機
こい

場るな

るすき

あ載

障名
関

申。め

のとた

合

よ

級

地
在

級所

等び

害及

付 ）

め者 額 改請 請 に申 申 う

訳 海内 北。名 出 る氏 算

則
規

付
交

等

堀
事

知書 道 る
め

定
に

二申

〇

住）

居
、

り
よ

の
等

書
請

由
理
請）

）

部
一

の
）

式
様

也
達

ア



を 保北

昭次 福海

の平 第道

よ成

和
告

平 う 示年 号成 に年 第北 様十 改９ 海 式四 正月 道

年 す６ 号 削告

九 る日

北 海

書

は申アイウ２明
証

３
に

、請し源証の
に当

申者自給）泉申明
つ該 営 請の与等徴請書

者生所、収者等

道 公 報

年１２

注

身医申及

こ請こ額

計申
る様体療請び

月のすの

、得

式場式障機者所

様
は合に害関

第

月月月月月

年年年年年

号

分
区

月

除示 片 単

月 第。

六
日

号
道

海
北

金

助
補

曜

等
金

日

の計得前票のい内 業

交

に

子を者者年等属て容

前のるイつ

、維分す、

し年年確世かい

父持前

証

母て分分定帯らて

、

所ま明

、いのの申のエ

定を得でを

孫る確確告

高申申さ税の受

、最定

る

父所告告れ額いけ

祖

合れこ

母得書をてのず

は者の配税
、者のさい

を

じ使、手通偶額

、に

の証及確

ん用次帳院者

機る書写明び認

臓すの
を請き

能こ類し書申で

付と書

害。添者る

障と
院る計

通す生類

者

回
円

通と同請

交こを申

分
道

回
院

通
） 価

数

補た

助通経＝

経要２ 象に）×

対院費

請
申

る
め

定
に

則
規

付 ×れな計かと

式
様

の
等

書

のえたいがに。

そ分控

他み者者０該

の

、のす

のを又はは円当

付写確給者る

直添は、
所前合

血すし定与場

系
こ等告得年は

族る）申
年市医

はと書の度、

又

機

弟）控末町療

兄。の

じ者
妹整民関

姉え調村

る計

要す生

にくと

費。

費員じ

経帯同

た世を

し

世

るいる

係つす

ににく
年に

金前員

助の帯

補て

第４の定めによる

円

の

円
要綱 助
補

費し
率

助付＝

補交
請× 金申

農作物

２

部
一

の
）

等額

絡
連
済水 共受区

引

うはみ課通

の又済税の

、
ち写の税院

害害害

損損損損損損共

調連

評評評調 害害済 害

所い

交のつ

価価価査 評

を得て

付

１

料 員給
員
職職

営報

合 運員

務組役役

業
体酬 員員

政
農

農

第 政
第

号
様 号

式

当麦

手
員

式
様

額前 年
り稲 た

当分

人
１

価査絡 会会員員

度

）年

員当当 員員員 委委手手

数手数数数

員

人人

当１１

１当当

年年

末当りり

期人たた

勉年））

勤り額額

・た

数当
手

手額 住期給

監支

人与
給
員

職

制等

職扶通

年
り

事た
当
人

等数数１

画常非

人人

計）
額 業

常

う２

よ第

の条

次３

を第

。条

る５

め第

改、

に項

実

項
１
第

年
本

績
度二

一

末規
数
月

給
支
の
当）

備

勉定
勤に

員養勤居・則

当当る

事手め

給手手手

常非監勤

料当当

績理 理理 勤理 実勤常勤 第
、

書
）事事事事事

考

円

堀
事

知
道
海
北

）
条

人円人円人円人

月 人人人

円

円円円円円

也
達

円円



まぼ

ン
トたかホ合

物

北 海

ー

いんげんてスイー

作

類

類類類１２

１２３

コ
類

道 公 報

２３４

れいしょ大小

畑

類類類

第

果樹

類

の１

一肉種そりば

畜
他

号

家

平乳肉 成
十
四
年牛

九金大

ぎゃプ計

ねち 計

ッ 手
亡と う品 計 福 時食生 ん

類豆用用

ら工 ら

ず加食

食種生

）））菜））

類

豆

用用用

工
加子食

計 品

粉 のん 般んで

）））豆 馬豚豚種ご）
用

工 畜

加

月用

六
日

雌牛

の

金

曜

日

頭

１２３４

ばれいしょ

頭

計

実１２作

）畑 べ区 注 延

る合共 測係組物 物受ち 作区う 害 農

引損

３４
共全 評

料評 成 す険資害 作 危損

別作期 こ階の価 時 る段

と

類類類

の 芸

受
引
）
注 園

分
筆

数筆

筆

類 済べ抜 査

損共延等済 調

的測調引 筆評目実取

害
数種査及

筆の調査 数価

前受 欄に数事

」類筆び
に査損 はっ欄調

にあ」
、、の

害 しはは）

、て

筆

筆 分査

筆調 済価筆

っ

筆

又相
筆 水一半

数数数

成 済作 。共成

相
全

は殺 推
及資

普
の
率数 金部 掛

あ
に

施分
区
い
な

の
料

進 、
は 設て

っ

評
数筆

筆
査

調
数筆

年
前

筆価 調筆測べ

皆全実延
法を延 の査方数

査調の
をよ載

べ 数数に記

筆筆
載載損る

記記るす実

を

備 、る評と

しす害こ測

相と
全こ価。

相 筆
一半

殺筆 稲

殺。し

主

殺筆

相
全

麦

は殺筆

又 び
及
」

績 棟実
度

容
内

な

棟年
本

二度

二

方調

受皆

引っ

を
欄
の

」
抹

で
線
斜

計

に、考 式査

消



部平 部

成 会 注会

十 ）開

四 名 催

年 開年

九 催月

北 海

の 係催

連関損そ開開

イ

時 会業期 他 害 農時 合催

団等 学

道 公 報

５

北 ぼ）業農

注農ア かホ

ちの済共成 ッ４共業構

地済員海

対域道 ゃプの域地

第

ーま

イ

いんげんてスた

ンぎ

ー

計コね

んト

２３

類類菜

号

構

豆豆類
１

大小

月 時日

六 成 期を

日

開 はる
にす員 欄載

」記
、こ

金

回 画。
計と催

曜

場数回 の

日

経 役の期 識 体 の評

は
合

主

員員員者

職験 職役価

人人人人

な

に化強

）強応の 注応対
管策

じ策対員

準対化

職

す業事

載事理

記理管

て

主

。協

と営

こ運人

る業

を
旬協 月

年
定な

予
催

開 共合

の
告

事 報
績
実議 、

価連

等評
済

合害

協 組損
員計事

職委
絡

役会

議 の
職

の
村

町

会
議市

項

員員

は
合
場項

員

イ

人人人人

準施

標実 実開

人

）事習） 催

注施講注 開

６

）催

注開

農ア
共行構

）共業実

注業農

時 ２モ

地済方成

１２済

とル期 こデ

職計

役設説

師険

。講保

は用会 に活

欄を明 」書

時 業会１

実た等

、し

催容期 開内

欄期

」時 加

期催 参 時開

講 いに

つ欄 数人 に」

人

時催

役 、て

はい 師

てつ

に
欄

」期 名
職等時 役期

策員

告な

報
績
実

、主

は

６域事
推討役役

の構対業検の

成応
化体員名

の員強進委職

強び

に欄推制会及

ア」

事数

入は事化人

記に進

会報
部績
る実業

す、業

名 の
告の 報明

績説

に告

師
講
は称

合
場

二 そ の

三

職 ５は

記模 も規 名の 氏

５

の、

講 のの
イ 習 のの

イ
）

会 注の

て準

じに 主

準）

の に注

名
氏

は協

合
場
の

記じ な

と
こ事

る
す 計載

記議

も

はは
て合

い場職

つの

。

要載
を記
載も
記名

、氏
。名

。と
いこ

なる
しす

）人 こ数

る者

す席

載出

容 る載

す記 内 載て

。
と 名

項

。
とる

こす



目 共済 イ共

５目業

）済事的 注共済
別事年 の的

北 海

対 高

ウア

共 業）害被象 事注被高

事 効績地率済 の実率害

果報域地

道 公 報

成害） 険報 損注 作保情

止績 部談供 防実 相提

第

研ル 施 験）ー

試注セ 実

究実ス

号

平
成
十注
四）
年
九

害実

の被業度 実

２推度 前 ）の年 施 注率

度 間 ５年 び等年

及移５
の の

域業

の率度 イ害年 の被

事策構 成の策対

・告対
に討成

合業検

果場
る対

き等員 で物
、作会

値）
数業催

り事
限策開

な 連告 危 数主 関報 ・の

ー容 報場 管 セ内 情の 険

供、 ス提は 指 ルの合 理

実 ク部の供 ッ等提 ブ導
訪 保し 農のと 対め績

た

ク 期 関時ッ

機施ブ 時

家

保

の欄び 派 へ」及

等期

人 のい設

員つ険 遣 職に
、の 数人 遣は書

派て計

の成

５作

月施

六時

日

つ
に

欄
」

期

金

て
い

曜

、
は

日

の
５

事指 準
に度 ））年 注％

実農 載象 記業対 て導 じ

年

と数人 こ施者 る業 す

て主

し
用

使期

を
等時

。

。
と議

こ
る協

す
載な

記

も 険数数 戸部 用問て

事

と 総こ 対る 設す 部載
記

等

用
等 計。 会

の
イ

の

派

す
載
記
て
じ
準

遣に
）
注

の
イ

の

被 す
載
記
て
じ
準
に
）
注

ウ

率％ 度害 項

対共 畜） 象 家注 対

部戸

書

１２ 目） 済注 共

アイ
目 共 被）済 象 高注共 対

。
と
こ

先る

害５

）高

注ウ

入因）て害

１２要注被

る

被芸し事分実の率

園

。
と
こ

期

習時 的 講催 目 策開 済

て
い 時つ

に 催欄
」 開 会

事被す事
載 的

５
、

は 期

施 実年率こ実 業害る業

小度 前、。年 施度はと
以害 間年点被 年数の ３

２、 害第は 被下率 の度

別 目 率の的 済

率

対害

域の被 的 地

成２推

検）の

策注率 構

の
５ 員び等

会及移

討

害施第業析績検地

の

開

告結対

率設１実報討域

共位施

場を事

農済ま年の果策

場求の合記業

作ので度

共合め被に載

物

被る畜

済はて害、す家

虫載は害こ対

、病記率

。事

樹害す、率と策

果
合こ績低業

共割る実に

講の

済

会の
イ

習の
記 なて

じ

主準
に

） の

注

年位実

載

指捨告

）四報 度 ％を績

業し合 対入場 導 事五の

位載 業 実１記 農第に 象

求こ

でる 数人 施ます 者

時

の

催イ

めと 被 年

な記
て

主じ
準

に

期）
注

と報下）

議こ
る

協す
載

るの向

はす。告傾

又と

め

物）合認

作。場が

畑
小載れ

済、記ら

共はに

っ

合点るか

場数すな

の
第。と

金下とた

は以こ

被２き

額

二
四

て。 害

。
と

容こ
る

す 内 位の

項
事。
と

記 率％ 度

し捨に

と四因

率を要

害

い

、五つ



引戸ア

平 加

成 入構

十 受数戸推成

四 進員

年 未戸協の

九 議役

北 海

８
水

実豆物

）大作農

注田畑

告促

報入済

績加共

道 公 報

業

）事事 計注 合
団目果の 集済効

共の業

的・

第

実集市 業る 事域す

地属

容名名 内村 施団町

号

域

エ地
７

実の引

因）て団

要注集

報討推

析績検受

分

加

月 入数戸会職

六 員

日

及
名

戸引数
人 戸び 計

金

受／

曜 数率％

日 引面

家

の

合度）

場高豆

の進大
等

で策績

、対実戸 に化

数 る業

き事

成

面 等）

値産

数年

り
限

、今 は
に

欄果

」果

名成

さ 象待 対期 業も 事 人後

域合
地組

成 目る 済れ 共 目
済

共
の数人

団等
集員

場を業

の果事

告結進

的

害こ
被る

、す
に載

合記
傾

下
低

に。
率と

未面
受積

加
入積

付
作

積
面 計

面引
）

こ
る
す
載
記

て
し

用
使

を

部業 全事 を
名果 的

。
と

これ るさ す止 載廃 記が

事リメ
名

の
合 。場 とた

活
マ援 業・支

クト
スン

団件 内集条
ジ のー動

ネ

た
っ
か
な
れ

ら
め

認
が

向

受／

要
の
き
と

そ

アイウエオカ

積率％

９
積

発

開開開運経

農

事注業地

実済シ 加注業）共域 未

点
題
問

効績情ス 入）の 加険入 加入

未保未加加

容農備
営整

入需推 入推

イウ

の

因

時拡

催）入 回 開注加

内方
方の

発発用

い
つ
に

的容等法費他

法 目 告高ム 家開果報報テ 農

開 対時成の度の に催・

る」合用発 す期果場利

明に、進び 説欄に推及

る

いき業用 会つで事運

５数 時、り 催は限 開て

パマ 家用

農要進 農進

期

ュ フ 配

にンニ ン に

家ア

ル

ッ す すーア

レ 布 対ケ
るトるト

入代 成加加区

未未地 作
部農農表

入

時進 催

等催推 開 期開大

て

具い
つ

に
欄 期」

時期

役

５ 体、
は

二
五

等

の値

区の用 地イ使 催のを 開

し

準す

説に載

）記

注て 数

載。 会記と

てこ

明じる

））） 数数数数

家家者

容
内

の

簡
を

容
内

の
物

刷
印

の
イ

的の

内記
て
じ

討準
に

）
注 検

容と
こ
る 内

す

名

計

職

載

容こ
る

す

）
載

記
に

潔

。 名。
と



期
時催 催

開開

北 海

アイウエオ

討 発ス検検 開開開経シ
検員委 方ム委

発発テ討

目内

道 公 報

業ホ運経そ田水

エ農水

用 済ム報農

そ共ー情田

の度ーの度管

高ペ高業

情ジ利理

第

養経

シ

ウエオカアイウ
成 ム 発

テ

開運経そス養
理 方の管 用成

号

アイ

平蓄
成積開開
十デ

四発発 ー

年タ

九

名員 法

検
な

主
期

等時 加

所
び名 的容等費会及

討

内体本

報の用基 方

所

属

ス

他技容法費他系シ

化

業の

用事ム

活立テ

術確

者 方内計

業
事発

進開

推

等法費他養容画費

の

法 目内

成

月工

六・

日

テ
ス

シ
析

分的容

金

の
ム

曜

発
開

日

用
運

属容
内

討

び
及

樹）園

事注果注果注樹

実樹検樹開地

業）樹）

施施園討園発の

実

経そ樹

関樹

カアイウ果

そ連情

）載報報地

注情園

討催
開 検開

アイウエオ

農ス検

田開開開経シ

水
そ

カ
業発発テ討 発

方方地会地方栽

）載
注

報、状

針針情の情法培
等

つシンシ開況

に報メ
テーテ計調

いスバス発

検の、

簡ム、ム画査

て

の発費

に発討開経

潔開
向法に

載討方方等

記検

ののの情

る、等つ

す会

す

査

催こ集調

開る収内報
利

期。・

時と他容費他
立

い確

つ制

に体

欄用

」

時 期 委時催

、業

は事

て

方ム委

な

所主

名期

員等 確討名 法 営目内検員

経

所

対び

立的容等費会及

の
シ
携

連
報
情
連

関属

策

す
」

期。
時と他

催こ
開る

こ経い

、
は

て
い
つ
に

欄

つに

に潔

。等簡

と費て

にこ

潔る

簡す

て載

い記

の
５

る
す
載。

記と

の
イ

の

内
討

検

記
て
じ

準
に

）
注

の
５

発
開
の

ム
テ
ス

属容

の
イ

の
）
注

二に

六

。
と

こ

記
て
じ

準



平 注

成 ）

十 １２

四 す

年 検開る検

九 催こ討

北 海

開

す進

１２推催 ）業

注事

時

催こ討討

開る検検

道 公 報

検 時
催

開

第

家
業）業

加注そ畜事注事

検他療実実導

入）の医
方方検

進討画施施入

推
討の電針針討

検会像

号

記タデ

）にー）

注デ注
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日

記

のに

検 期。果

時と結会期
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所
名
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討
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期
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ンシつ
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す
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討援に
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イ

催
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開 検開
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潔
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範
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討
検
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ム
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績
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十注理
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催こ討名

開るテ
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に
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時

名員等時
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５

、
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て
い

検
な

所主
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所
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て
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欄
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、
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管討所
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テ
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金
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記
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じ
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事
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ウ
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推

記
て

じ 容準
に
）

内注

の 検
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金

費を上づ

計件別、基
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日
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度
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催こ討
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い
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検
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５

、
は

、記

費とにり
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当対こ

手
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注

農

済理
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容
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考

共立ア

業

域）組業区 田

注農 地水
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農農

イ

共

区業 業
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共害区
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ア
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組補め第業 済該

画

がに第

等金。条計 合
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実 害績第

病事

家家家 疾進疾進

農

導 情業情業

指指指 病事
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管管
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損損損
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具

合

物
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い
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価
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た
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給手人

員勉１
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時年対

第

モ
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号

損地 済園 共ル 樹デ 果モ

名 害設

月 時

六 構 期

日

い
つ成 に

欄
」

金

は員 て

曜

催 ２開 、

日 回 の

役の時 の識 体 のの

数回

者期 職験 職職 職役経 役

期月応対

な
主

員員員員

対化

欄を化強

」日強応

、す管策

は載策対

に記

業会

画こ事議

計る理協

済損設

研
は

合
場。

のと

的評定 ル。目害設 デと

修

設種研所 地の価場 園

修 所」デ

場等モ研 定類
は害時 欄に被

」欄ル 計
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、品設期 は、施

に
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種類 定の 設的 地目ご 園
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類

記協 て
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に
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注

人人人
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こ事

る
す議 載

予
修

項
事

計

議

合

協

人人

実
、
し
載
記
を
旬

月
年
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定名定

設種設

報
績

るの
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場
組な
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すと主

とこ

域
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園
置

名
等内

合

。項

備
数本

本
票
査
調

査促合
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ウア イ

人

事進等

良

５
場
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告

時
催回）

開注

水ア
成

業）大入構

事注田加

容

効績加進員

の実豆推

４

載
記
を

地
等

）集合）

注域組開注

団

例等事 か

考

構引説開 催

所
か

会
明 数 査説

調所業

時」
期 催

時 開 等催

期開
２
、

は

具て
い
つ

に 期欄
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体

場高員

成の進会職役 ・
、対び

に化及

合度名

果
り

限
る業

き事数

で策人

時 員推会時

成受明催

数

に業期欄

欄事」

」進期

はて 加

てい 参 いつ

つに
の

の２ 数 ３、
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三
一

の

的の
記 討て 計じ

準

検に
）

注 用
使
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る 内す
載
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こ
る

す
載

記
て

し
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こ

。る な

とす

容

。
と 内

名



経そ

蓄
カアイウエオカ

用 ー発

デ
そ積開開開運

加 の方の タ発発

北 海

６
農アイウエオ

共域開開開運経

注業地

発用 績情ス発

実済シ

）
告高ム方 報報テ発

道 公 報

事

ウ

指

効 導 ）業）の

注事注業

実
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）培催
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号
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十催 四
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等法費他

・
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の
ム

テ
ス

シ
析
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の度の目内方

び
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発
開

発的容等法費

場利開

法
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値
数

り
限

る
き業用
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」

期等期果 期 時合時成

つ

に推指に

欄業欄

」事

はは

て導て

い指い

つ進

導 のの

２２

、、

に

人 欄
」加

期会参 時修

の
２

、研 は
て

い
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日

加
参

金
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日

記
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し
用
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す
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アイウ

）る業発

注そ農

。容。

討催
開 検開
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て連
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つ情
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、シ
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開
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ム
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シ
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報
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検

記て
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るに

す潔

載簡

方

。等簡の

と
こ
る

。す

載調

い記、

つに法

に潔

にこ目

潔る項

簡す査

て
る等

す費

載。経

記と、

とつ

こに

の

討

す
載
記
て
じ
準
に

）
注

。

属容
内

畜 家
疾及

入）群種

導注畜畜

簡
て

。い
器入病び

機導

潔

こ
１２

）
注 開

こ進

１２推催 ）業

注事

催
開 家

実導

医業）業

畜事注事

及機情管

画施施入

療実

ス

そ及分シ種 び器報理
理ムシ

費そ管テ

のび析
いス

つ
に
用業
費事

用の
、

て

果

時結

催。討

検開と検

討つ績

に実

欄、

」は

期
２合

、場

はの

て告

い報

時

会期 催。討討

開と検検

欄、討

」は検 期果

時結
告

氏 い報

員 つ績

に実委

時

所 ２合

、場

はの名 て

所
名

氏
員討

委
討

検
期

検

に会

電針針討

像方方検
潔

ム簡

テて

スい

シつ

送

実

る
す

業載

事記

援に

支

記
に

ム 合
場
の

告
報テ 績

三 載

三

記

のに

と
こ

る名

す

す

の載

結
果じ
準。

にと

）こ

注る

記

のに

る
す
載

記
て

す

の載

て
じ

準。

にと

）こ

注る

と
こ

属

果
結

る
す属 載

記

。

。



ウア

管畜ソ
家

るシ疾ト討

注理群フ検

こス病開委

）
開とテ情発員

北 海

期 員時催 催
開 委開

道 公 報

イ
普

委 催）る推席

注及出 開

こ進

開と会員

第

ア

時

推討討催

及検開 検 普
検員期 委 進委

号

平家

成畜
十群
四疾
年病
九

分進及

催。ム報推名

情

管討所

期普析検び

時の

に進シ

欄推理会属

」及
活

て、ム

い法テ

つ方ス

の進

２等推

、容用

は内

時

討
検

な

所主

名期

等時

所

期び 期時及

催。議名

は なて
い

つ

主に
欄属

」

会及
討名員等

の 検

２
、

所

属
所

び名

月報

六分

日

ス
シ

理
管

析

金

ム
テ

曜

及
普

日

事

進
推

の業

内

す
載
記
て
じ
準
に

）
注

囲

属範
集

参
容 討

の
載

容記
て
じ
準 内に

）
注

業
事

属

す

ウ

討催
開 検開 事

イ

）る成討

注業検 開

分討討催

故検開 検 事

時催 討
検

催）る

開注 開

な

所主

名期

員等時 期 委 こ果委 催

及

催。討名 時開と検員

に
欄属

」所

期び 期時会

析委時

、
は なて

い
つ

主

検及
導名員等

指員期 委 時こ 催

所

属
会所
討び名 期 期時

等催。 時 期開と
、

は なて
い
つ

主に
欄
」

２

属容
内

討
検

所
名

員
委

の 検
討

の
載

容記
て

じ
準 内に

）
注

の 検

２

属

す

討

の
載

容記
て

じ
準 内に

）
注

す

三
四

属



平
成 開十 開注

四 催 催）る

年 時こ

九 期開と

北 海

ウ
析委

る分討討

故検検 事

と指員委 こ

道 公 報

時催 催）

開注 開

期開

第

エアイ

群入フ検検 管畜導ソ

家

導委

るシ疾シト討討

理
テ情テ入員委 こス病ス

と

号

）
注

時 開

月 等催。

六 期時

日

つ 主に
欄

」
期

金

な

て
い

曜

、
は

日

名 検及

。導名員

の 検

２

時

等催 時

所

属
会所

討び

な

て
い

つ 主に
欄

」
期 期

報ム推名員

の 検

２
、

は

検び名 の分名進及

。ム
推理会属

発管討所

開析
導

、ム
法テ

方ス所 進シ

」
期

時
催

進
等推

容入
内

の
２

、
は

て
い

つ
に

欄

討

の
載
記 容て

じ
準

内に
）

注

属

す

討

の
載
記 容て

じ
準

内に
）

注

属

業
事

す

の

ア

す
載
記
て
じ
準
に

）
注

評害 害区

損損

科済

１２共

）業

合注農

管業
出農区 オ支

）るシ済

注理共

エ

催
開開

特評 価

成討討

業検検 事

分

作作

費農畑

務
事
別価

目事

物物

理別

分定経特

区勘を業

に」理務

欄目処事

」科
人はに

、に領

は欄要費

、記く

計費上づ

件、基

こス事分

旅区分

催。ム事勘中 開とテ業

入類 定 期導費

分 時の務

分

つ方科 に進小

欄推

」
、容

は内類 て、目

い法

委

な
主

期

等時 期
時催

前

名 会及
討名員

検員委 果

科
定類

分 勘中

所

属
所

び

類 目分
小

三 本五

庁とよ

、ごに

費分類

年

す

委補載

、、記

費にり
象と

当対こ

手金る

員助
記係

をに
別費

の経。

等

度 の年 ２等

績円 の実

て度円 じ
準年 に

）本 注

円

属容
内

討
検

す
載備 記

処
る理

す経
載る

考
備

度

考

。
と理

こ



樹事

業推水果立

イ費確

費農進田

北 海

農農

ウ
済農事 共共立ア 業区業

事業業農 済

道 公 報

共域 区） 田 業注 農地水
大合

集豆の 済
地

第

イ

）業 樹芸設注農 果園施

済設定合１２共 共施設

地 損共費済

号

平
成実
十
四測 年
九

共業報園費

業事情樹業

度利報

高度情

済費高地
利

化系・

報体査

情用調

業制

活事体

術立用

技確

運度済共 業共費業 高

用

情報 報 基度情 営情高済
利 化推化度 強報高 化 盤

分テ推 事 策ス用 対進シ

の 加

中

費確事

ム進 業 費

進 応引の 促 対ア 入 団 域

推に 対度） 化受高注 強

策 分て 進 管対じ

策準 化

中す
載 費費費記 理

対 評損本の域 害済

モ」強 評度の応 価害年

ルで）総 研 デ欄注化 価

地当に対 モ 園該２合 修

定なじ費 ル 設の準策 デ

は載
欄記 費害いて 被

月費

六
日

芸

果園

金

施

曜

樹設

日

本
類 目分

小 科
定類

分 勘

と 定類こ 分 勘る

度円

年

円

年
本

類 目分
小 科計。 計抹と

でこ
線る

斜す

度

旭平

第

。
と
こ
る
す
消。

地東

平
の区連和 成 条風

３９名３新郷 第年第 ２

考
備

月

北

次

農覧

海

の

道道そに

道

と

営、の供平

告

お

土区関す成

示 地画係る

り 第

道

改整書。年

良理類９

営

考
備

、は月

告
道
海
北

注

示 金

第 この
の交
様付

家

ムムム

事ほ高畑 の６ 項 群 事

畜

に整産帯 定場生地 規日
公層整 り土合 よ備性総
良 告改備 業

の備
整 。急 る緊 す

土 号

改

神層北日地

西土、６

）上事

東良道良

楽改海

工

区事支の

地）川業

部
土備を

地のに事

畑業庁

し

合改置了

総地え完

帯
整良い

う合号

し 家、請 農は申 ち式を
済は 経共又 導業、 指農

金
合助
連補

合該
組当 費

う 家普家活家導

がに
会

推

ちち 畜及畜用畜入

う

進疾進

農農 群推群推群

事病事病事

家家 疾進疾

導 情業情業情業

指指 病

分

経経 報費報費報費

導

管管管

析析析

費費 分分

テ

ススス

シシシ

理理理

療
医病

畜費疾

家業

テテ

管 シ
送析

電分 像報 画

情

型 援費

支業

ム事 テ

理 ス

］

道水

海排

北用

種用
業

農

の

備事てた

堀
類

事
知）

業、

土

い更成、

担変平で

手計

良

成を９北改

育画年地

知

］め９道法

型定月海

た日

業ら和

農。か事昭

堀 用

績
災実
業し

農関

用日年

業す
事を
償告 計補報

害
経使
るに
す合

要場
にる

費用

三
六

達
了成

完平同同

年
月 也
日

、一達第

水、律

排間法

暗般

にす

、） ょ縦号 きの也 助。
補と

るこ
係る



杵中
川

同同同同置同上

平 央

成 第

十 牛２

四
年
九 同同同同土同広

北 海

精

千
八同同同向同同西

畑同同同中同同ほ

代

道 公 報

野
良

同同同同瑞富同同

同同同同か土同同

穂

第

鳥朱

同第日美東同牛日

同農農

７出瑛沼別新

の

同新基広土

号

同同中

郷別

和
平同同愛

畑

月 地域

六 改営

日

備道

整農

合地

総団

良農

金 整

担備

曜

手
い

日 育

間整

地山場
農農暗客成

合域

総地備

帯

整手

備合い

整総担

急成

緊備育

備業き場］

整農暗ほ型

型用ょ整

良
が改

ん地

］用）備ほ

業備
事整

水合
排総

い
］

帯］
附型

営般
国一

営改農地

生幹域地免林
整体

調利農良道一

産水
推設地合備開

整施団総

排修道備整

進補農整発

水整備

対備担パ

育ッ

道特手ロ

農策いイ

成ト

）別

整総

合域

総地

帯間

地山
整

備合

急
緊備

土型

］用

型用

備業

整農

用）

用）ょ）］

業道き

）

）用ょ

水業き

排農暗

同同同同同同

）
水
排
用

排）場
同

画き）備

農土区暗水整

良理）

）改整ょ）

道層
同同同同同同同同

））

農暗農

用ょ）

農区農土業き道

地整造改用）

林画地層

体）））水

一理成良排

同同同同同同

）
道
農）

農型

同同

用道

業］農

水用ょ

排業き

用農暗）

同同同同

）
水
排

）用）

排
同同同同

）改

き道層）

暗農土水

成
平同同同

）

）良

ょ

毛ウ文 ン

同同渋ポ同宇

牛ツ央

ベ中 シ

南台南
野

五西同高同北

区

子
威

同同音同同日同同

府進

節達

同老同同同西同同

布布

同高水同同

富
福同同同

営
大経

性業
産農
生田

同

対
整水
場排

ほ立
画確

区
策
備

畑畑畑ほ同ほ

整整

地地地 農暗土場場

ょ改備備

帯帯帯 業き層

合合合 用）良

総総総 用
水いい

整整整 排）担担

）手手 備備備

いいい成成 担担担育育
］ 手手手型型

同畑同同同同同
支支支

備
整
合
総

帯
地

同

備

）保整

道地急

農農緊

地
同畑同同同同同同

全

備
整
合
総

帯

き画き業

農農暗区暗農
）用

用）ょ整ょ用

業道

総
帯
地
畑同同同

用）理

備
整
合

低特

育
手
い

担

道きス

農暗コ別
化業画業

）ょト農区農
排

田用理用

水用整用

）
業水水

農排）

三 大））

七

区

］
画
区

整画 型型型画区 援援援

理整

）） 独独独

型理 単単単

設層層

］ 施土土

備良良場き
ほ暗 整改改

］］］備）

）））整ょ

］
）型

）

層き画層

農暗土暗区土
理良

）ょ改ょ整改

道き

水

排）排

）））

）良）

））

水

］
型
成

）
良
改

層
土

用）

画き業道

区暗農農

同

）
水

）排

理）用

整ょ

同同同同同 同同同同同同 同同同同同同同同 同同同同同同同同 同同同同



北

農

２３

海

林

え

道 保た解置

水 告 安目い

産 示

大

除 林的次て

第

臣

との縦

し図覧

か の て」に

ら 号

定、す、 理

指は供

北 海

定１ 北

森を 海

解平解場 道

除成除所

林
告

予

法
す 示

る年定 第

予９保

昭
和
定月安

で６林 号

あ日の

年

道 公 報

加 北

漁入 海

区平

真当

道

に成 麻船
告損
つ 示 中害
い年 第

て９

等
補 狩央

、月 償
同６ 号

一同法日

法

第

鷹富

北堰し同東大多山
東上

幹か栖中
寄の

原も
同農同同同

線上わ北央

た同中

号

烈
東忠旭

平
成
十布中
四
年
九

略。の

さ省る次

基同同

河そに

、う

し）よ

れ由

林

の管図安

害川の保

風

設北指

備施をの

防理面

法

と十解

地道を

用海定

第。在

律る所
郡） 第東。 ）河る 号

音
更 ２音 第字 ２町 の更 条

昭 般第
和 農
道条

項 律
１ 法 備第 年 整

域の 第 広

規
よ 第 ）に ） 連定 号 関

る

等地道

池間農

め山免

同

合

備総備

整域整

水
排備

用整
用

整）用

設道業

施農農

備
月幹

六水

日

修
補

設
施

利

金

曜

日

予

た庁る

る支す

す勝除

務る

林あ

部で

済定

め経
更法

音林

び森

及、

課旨

定線 規１ の西 項

町

に

知 、

道 り１ 海 よの 北

うに
堀 よ図

のの 事 次次

あ
２が

の意
条

保す

に示

道 のも海 項た北 ３っ
第

よめ に認事 定と知 規の

］排

森

同同、。 りる堀

同同同同同同同同

）
水

成
平同同

場和

役昭

に
事１

備年

北

過を

３

海

疎次平路 道

地の成

作

告 業

域と 示線 地

自お年 第

立り９

域

促開月名

指限
也 のに

林分
達 安部

号１２ 北

函） 海

第平作作 道

成業業

館
告開

種期 条 示発
に年類間 第

お９

建
設
い月

達 及
び

也 八
雲

号１２３ 北

札） 海

第平作作作 道

成業業業

幌
告開

種期地 条 示発
に年類間域 第

お９

建
設
い月

解場保た解て
い

１２３

除所安目縦

定とのに

除 予林的次覧

安て」す の 保し図供

成
第平
律
法

月 第９ ）年 号

進始６ 号

木

町別る仁

原特す日

砂

二

法道

置町

措。
成線

平番

部

律
法
年

て６公平 号

か準日共成

長
ら用測

次る９

、す量年

の同３月

と法級
準か

お第基日

り
公条点ら

共第）

部

量項５

測１月

て６公平新 号

津

か準日共成十

長
ら用測

次る９町

、す量年川

基日

と法級９

の同３月
準か

お第
り
公条点ら

共第）

測１月

量項

）

の定、。 理

林指はる
そ
、

し

在れ由略

所さ省

の用図

流砂路の

沙土道
北

取出とを

平流地面

郡
本防る海

町のす

６
知

通
る
よ
に

定
規
の日 条

第 た
っ

あ
が

第
）
号

の事

項知

１道

第海

条北

実規ま

をの日

に
定堀

規

北 旨る
るよ

すに
施定で

あ知 量が道 測知海 、通
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縦
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３
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員らでらで

かまかま 幅
延

る海 規
す北 の

始び 項

長

土北 り

樽 よ

小 に
。道 定

の

業知 路

現道 道

木海 、

先

え を

備堀 域

に 区

所事

渡部
林茅

有ら

始国か
丘

海区林町

北森森
島郡

の
事間署台

知理霞

道管字

道 定海 規北 のび

供平

堀

現 次木 、土 り館 よ函 に
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、と 地 点と 地地の線点

点 とを 点点地

と を結 かか点

結ん ららと
のの んだ 方方

地 だ線 向向の地

点

点点点点

線、 角角地点

分 点よ３

１２３ 級秒 とる
測秒ののの 基

６量の地地地 準
点 のの方点点点

地成向かかか

ららら ＝ 点果

方方方 －－ とを

向向向 ３ を使

角角角 － 結用

目次

の
事

点積工置域区

施

地地計行梨の
の

地域羅１

の区区区郡
町地

点臼

か

松点 ら

法か 方

町ら 向
角

点点点
の

か点か

点地点

地の地

の

角

向方向

方ら方

らから

角向度 れ地度

度 た点分 北 区、分

分 緯 域

秒 ＝秒の の秒 度 日

方 本方の 向 向方 分 測
地向

秒 系） に） よかの

、 るの

点とのと

東 測地 ら地

、
地を と 度度を８点結 ９

結のとん の

地 ん地をだ 地 分分の

だ点結線 点

のと 線とん及 と 秒秒点

の、をだび 方方結線
の 向向のん、の
地 の地 地だ

点 地点 点線

と 点と と、
とを のの

ん）の

だ地度度度

、 北 線点

緯 に
よ分分分

＝
度 っ秒秒秒 てののの

分 囲方方方 ま向向向

秒 れ

） た

） 区

か

６

東の らのの 、 域

番の

び地 度及

点
ま 分

番で
に 向次 方先順 の地を 秒

結
ん
線 のだ

角
度 度 度

分 分 分

秒
方 方方 の のの 秒 秒

四向 向向

二

の向地 経 量点 方点の の

角点 成

度 果
を度

使分

を結 の ８ 地地地
んだ 点 点点ののの 結ん

点点点 だ線 と 地地地

とと線と 、
を 、 を

地地

本点 向点点 経 日地 方

測角
度 地
系度

に分

び 点及 地

点 点地 地 地の の

地
の
１

点



平
成
十
四
年
九

北 海

者
立 表

代位区

埋
ウアイ

道 公 報

の１

成しし

有立平アイ

公埋

ゅ氏住

水て

ゅ 面に
立す９功名 ん 埋関年ん

工６可又 認 法る月認 功

大事日を 可

第

北 ５

海
道 埋

告 立 面

示 地第 の のの

用 地地

号 点点積途

号

９

点点

地地地地

のののの

点点

月 ２３４５６

六 ののののの

日

点点点点点

地地地地地
点 角

金 １２３５ ４
の 度のののの

曜 地地地地 地
点 分点点点点

日 かかかか か

の
１ 区 の

ら 秒らららら

名域置域点
地

氏
北上次びた漁
区港 海磯の
１域、

知知１の

原 道郡

点
＝ 事内の地日

字点と測

－ 北 町地点本
緯 堀

しけ 年

正の受 のは
名

法ん日者称所

年ゅた 月

認平北札

第を
律功

道市

号可成海幌

）し
。８央

第た年中
北

条月区

第

漁

地地計港

の区区施
地 点点用 地地設 の
か から ら方 方向 向

角角
度

８９
のの

か点地 点点地の 地地の
ら 方方らか ららか点 か

角向 角角向方 向向方
角

向向

方 の方方方方 度度

角 向角角角角

向 方向向
３ ４
度度度度

度

分分分分

分 の
地秒秒秒秒

方方方 の

点のののの 秒
向

向向向向 方

方

地 中か

系度 のら
のに 達川

地よ 也分

番の点る

、 秒 ２地と測

及点を量

＝ びま結の

でん成、

番をだ果東

２順線を経 地次に使

先によ用

条

１日３

の結っ）度）

海目

定北丁

規６

の西

項
の堀

次
、事

り知

よ道

に

度

り
お
と

分 分
秒

向向 方方 のの 秒
の

地点 の地

度 度

分分

分 分

秒秒

方 方 方方の の のの秒 秒
向 向 向向

点 点地 地地 地の のの の
点

点

地地地地 の

のののの

点点点地
水の

許 面有項

免公３

ウ

か

埋町 月
面市 年

公んて

方

有だ囲分ら

水線ま 水也

有
公達

面及れ秒向

法名

日立村

点点

面

第
及
び の

平知

点積号第

地条 番

点

成内
町 の

年 地

８ 点

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 点 点

点点

地地地地

のののの

点点

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

点 点

地 地地地

ののの ののの

点点点 点点点

地地

９

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点
８９

点点

地地地地

のののの

点点

点

点点

地地

のの

７８
点

か月

点点

地地

のの

６７

ら

防

角砂

向
方日

第

度

－

四 ５ 分

三 号

ら

かかかか
方

令 の

指 秒

向向向

方方方方

ららら

角角角角

向

度

度度 度

分

分分 分

秒

方 方方 のの のの 秒秒 秒

らら

かかか かかか

向 方

方方方 方方方

ららら ら

角 角角角

向向向 向向向

２４

角角

度度度

度度度

分分分

分分分

秒秒秒
方 ののの ののの 秒秒秒

かか

向向向 方方方 方方

方方方方

らららら

かか

角角角角

向向向向

度度度度

分分分分

方方 のののの 秒秒秒秒

向向

方方

らら

かか

方方

角角

度度

分分

向

方方

のの

秒秒

向向 向

地
の
の

向向

地地地点

の地 のの

向

地

地地地 ののの

ののの

向向向向

点点地点地

向向

地地地地

のの のの

地地

のの



北 海 道 公 報

区
イ

第

者
立 表

住代位
埋

イウア

号

２
しし

ア

平ゅゅ氏

成んん
十功功名
四

又 認認

年

可可

九を

７８９

地地地地地

ののののの

点点点点点

点 点 点
６７８９

地地地地地

ののののの

かかかかか

点点点点点

の

３４５６

ららららら

点点点

地地地地

ののの

点

点

点 点 点

地地

のののの

２３４５

かかかか

点点点点

地地

地地

のの

１２

らららら

点

域点点
角 次びた漁
区港度１ の
１域の 度 原
点分地 １の

点 の地日分 秒か 地点本

ら 点と測秒 ＝

番有

所名域置

氏
区 の

札北山

２、面

幌海越番番８水

市道郡、
、 中知八

番 央事雲番
３１ 区町、番
、 北堀東

のは 月

年
受

六名 け

日

平北

日者称
た 月

金

道

成海

曜

８
年

日月

向向向向向

方方方方方

角角角角角
度

度度度 度

分

分分分 分

秒
方 ののの のの 秒秒秒 秒

向向向 向向 方方方 方

角角

向向向向

方方方方

角角

度度 度度

分分 分分

方方 のの のの 秒秒 秒秒

向向 向向 方方

地 かの －方

系向 、 ら方 のに角 東向 地よ経

の点る度

地と測

度分 点を量

ま結の

分の
地秒 でん成

をだ果＝
秒点の
方 順線を

次に使向 によ用

）

３野番、

結っ）

条４２
４２

西達番、番番

６也１

丁、番、、

目５２
２番 番、番
３ 、
番、及
び 番２
、、番
２
４

番番、番

日

３２

地地点地
地の ののの

の

地 地地地地

のののの

か んて

ら
緯向地

線まの 方 北

だ囲
及れ

７先

、、番地
公

番番、の

４２
、、

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点

点点

地地地地

のののの

点点

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点

点点

地地地地

のののの

点点

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 点
点点

地 地地地

の ののの

点 点

点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点 地
点

点 点

地地地 地

ののの の

点点

地
点

地
の

点

点

ららら

かかかか

点
地

の

角

向向向向

方方方方

ら
角角角

度度度度

分分分分

方方

のののの

秒秒秒秒

らららら

かかかか

方方

角角

向向向向

方方方方

角角

度度度度

分分分分

方方 のののの 秒秒秒秒

ら ららら

か かかか

方方

角角

向 向向向

方 方方方

角 角

度 度度度

分 分分分

方方 の ののの 秒 秒秒秒

ららら ら

かかか か

方 方

角 角

向向向 向

方方方 方

角角

度度 度度

分分 分分

方方 のの のの 秒秒 秒秒

角
向

方
ら

か

方方

度

四分

四

向向向向 方
の

秒

向向

地地地地

のののの

向向 向向

地地地地

ののの の

向 向 向向

地地地地

ののの の

向向

のの

向

の地地地

の

の



イ

平 区

成
十
四
年
九

北 海

３

住代位

しし埋

アイウア

功立 功名表 んん
ゅゅ氏

を 可可又者 認認

道 公 報

水の

許 面有項

免公３

ウ

名

日立村
埋町 月
面市 年

法

第 号

月
六 区

日 域

を

域
次とを

金 ７結 結 の

のん ３ん

曜 のだの地だ

の地線地点線

日

とをび

地点、点と及

氏 け 年
受 の区 はの

点と

日者称所名域置

た 月

名
幌海越び

平北札北山及

成海
道市道郡

２ ８央事雲番 年中知八

北堀内地 月区町
先

第
及
び の

平八

点積号第

地条 番

点 点

成雲
６町 の

年 地
点
ら８

か月

地地地地地

ののののの

点点点点点
点 点 点

地地地地地

ののののの

かかかかか

点点点点点

ららららら

点

点点

地地

のの
点

らら

かか

点点

地地

のの

結 とを４
結の６ん

ん地のだの

と点、点

のだ点地線地
と

地線

と 点、

を７ と

結の を３
地地だ点の

結ののん地
点

だ点点線と地

ん
線とと、

と を 、

を ４結６

の 日３浦
公 条

面 丁２水 ６也番有 西達
目、

、
２
番

防

角砂

向
方日

２
番

第 度

号 分

指

向
方
の令 秒

向向向向向

方方方方方

角角角角角

度 度度度度

分 分分分分

秒
方 のののの の 秒秒秒秒

向向向向 向 方方方方

角角

向向

方方

度度

分分

向向

方方

のの

秒秒

のんのの結

線点点だ

の地だ地地ん

、

点と、とと線

地点

２
番

地
の

の

地点地地地

の地ののの

地地

のの

点

地域地

の区の

点次びた八

点

区雲

点

の

域漁 の

の港 地
点の地日原

９

点点

地地地地

のののの

点点

点 点 八緯向

雲角９

の 度のの 漁

地地 港度地
点 分点点 原

地地地域

ののの区

６７

次びた

点点点
点 地

区 点６７の
９域 のの

の地地９の

地点点の地日

３４
点点

地地地地

のののの
点

点点

点 点
３

向

４ 角
のののの

地地地

点 点点点 度地

よ用雲

に使八緯
点

地
の

て港
度 っ）漁

と測

か地点本点

分 囲原

ら点

地
系＝

方か

向ら
のに－ 角

地よ

の点る

度地と測

点を量

四 分ま結の

五 でん成

をだ果 秒、

か

次に使 方＝ 順線を の

かか 点分

ら 秒らら

秒方 方方

＝の向 向向

角角 、 －方角

向 東
経度 度度

分 分分 度
の

の の 地秒 分 、秒 秒
点の

かか地点本

方 秒 ＝方 方

地

からら点と測

点

系

ら方方か

方向向ら
のに
地よ

向角角

角

度の点る 度地と測

分点を量 度

分ま結の

秒でん成 分

秒のをだ果
に使 の方方順線を 秒の

かかか

向次

ら ららら 分か

方方方

角角角 の向 向向向 秒方

方角

向度度度度

分分分分

秒
方の 地のの の秒 の秒秒

ま点

向方 点方方

秒 れ
た
区＝
、 域－
東
経 日
本
測

度 地
系
に分 、

よ
る秒 ＝

向によ用

結っ）

んて
だ囲

向 向

地及れ北

線ま、 の

向

）
か

北方地地地

、の のの ら

によ用 方向

結っ） 向

んて

のだ囲

向

の地点及れ

の地線ま

向 向
点地地地

地ののの

の

測
量

） の

か 成
を北方

果、ら



北 海

者
立 表

代位区

埋
ウアイ

埋

道 公 報

４
ゅ氏住

免公３しし
アイ

名 年ん 水のん

許ゅ 有項

又 認 埋町認 月功 面市功

法名を 可 日立村可

第

面
ウ

号

平
成
十
四
年
九

地地地

ののののののの

点点点点点点

地地地地

点
港向のののののの

漁方

点点

原角地地地地地地

点点点点 点

かかかかかか 度らららららら

方方方方方方

域

氏区
立 区 の

分 ＝

北礼番次の

名域置域

点本

海文６の地日

のと測

道郡、

知礼

地 地
地に 及 町点の系 番 事文

び第受 のは 及

び 堀大か

け 年名

号第日者称所

条た 月 番
成雲成海幌

平八平北札
道市 ７町

８央

年年中
北

月月区

区区区

点点積

地地

のの
点 点

域域域計

点 点

地 地

の の

か か

ら ら
月
六の

日

点
地

緯向

金角
の 度

曜度地
点 分

日分か
ら 秒

向向向向向向

角角角角角角 秒
の度 方度度度度度

向分 分分分分分 、

秒 秒秒秒秒秒 の ＝

方方 の方 －ののののの

方方方 地向 向向向向向 点

字ら点よ
とる 船
地地結量

達泊番のを測

まだ成

字先点んの

也村

をにを

エ公で線果

ウの

次っ用

ナ水順よ使

ン有

にて）

イ面

だれ

、んま

番結囲

第丁

防６

砂西
条

日日３
目

令
指
号

方 方

向 向

角 角

度 度

分 分

向 向方 方の の秒 秒

秒方
の向

、方角

東向
度 経

分

度
の秒
地の 分
点方
向 秒

か地地 のののの ）のの

点点点点 点点 地地地地

位区

アイ

ら

、び域

５及区

番線た

５

氏住代

３しし埋

アイウ

市功名表 ん のん
ゅ 項ゅ

町認 功立 月
面 年水

許 面有
免公

ウ

埋

地地

のの

）

ん６

置域

方点
地 ら

の か

公次地２ 静

有の点のだ－

１ 郡水１と地線１ 番 内

５地 、 静面の４点、の

内地－と

はの 名を 可 村可又者 認

域

た 月

名氏 け 年
受 の区

海

平北札北

日者称所名

道市道

成海幌

及法
日立

８央事

年中知

第 び ののの
点点積号第

地地地条 番

埋埋平礼

点

町

ののの立立成文

地地地区区計
３

点点点域域年

かかか

地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

漁向

地地

港 日角ののののの

地地地 原 本

点点点点点

地かかかかか 度 点 測

立
埋

地域
の区

次の

点

点

のの地

点のと

地

町点１をの点

か地

ん点を

番 字かの結地と

立４点だと結

１ 春ら地
のと線６ん

、
番地を、のだ
点、 １
１点結４地線 番

でだ２と６ 、
、まん－

番を線のを－

点んの

番 １順、地結１

に－とだ地

２ 、次４

及結１５線点

北堀

月区 月

目
丁
６也
西達

条

日３

ららら

方方方

日 向向向

角角角

砂
防
第 度度度

－ 分分分
方方指 ののの号 秒秒秒

ららららら
向向向令 方

系
＝ に方方方方方 分
向向向向向 よ秒 る角角角角角 の 測方度 量向度度度度 の

分 成分分分分 、 果

秒 秒秒秒秒 を

方 －ののののの 使の ＝
地方方方方 用
）向 点向向向向

と

向ら点

方か地

ら点の
のを

角
地結
点ん 度
まだ
で線 分

四をに 秒 六

囲 向にて 方次っ の順よ

んのの、か 番び 結

１だ地地６ら

線点点の６ 番 、

、とと地－ 地

結との

番４４を点３ 先
、
１のの－ 点点点

地地地

ののの

の

地地 ら地 の地のの ）の

方点点点 点 地点

んま
だれ
線た

地び域

の及区

点



免公３

ウ

平 許 面有項

成 年水の

十

月
面市

四 埋町

年 日立村

九 法名

北 海 道 公 報

－－－

６６６

第

－－
４４

号

及

月 び第

六

番日

平静

積号第
条

金 成内
町

曜 年
１

日 月

点
地

の
方４

ら
か

点
地

の

７８９
地地地地

のののののの

点点点点点点

地地

６地７８９
地地地

－点ののののの
か

の点点点点点

３地地
ららららら

地かかかか

３

か方方方方方

点
点

地
地

ののののの

５６１２

６

点点点点点

地地地地

のの－点

４地５６６地

点の

２２ 地地１

－－ 点

ら点

地地 かか地

のの 点

２

かか 方方か

点点

点

ら

地

ののののの

２３４１
４

点点点点点

地地地地

１２３４

のののの－ 分

地地地地１

点点点点の

のかかかか地 秒
点

地
の

１

地らららら点

原
港

漁
港

漁
立

春

点方方方方か

び域

点結及区

地を線た

でだ１

まん
点測

順、地本

を線の日

第
防

砂
日

次７

－

角
向

令
指
号

度
分

向
方
の
秒

角角角角

ら向向向向向

方角

向

度 度度度度 角

分

度分分分分
秒

ののののの 分秒秒秒秒
方

向向向向向 秒方方方方

の
方
向

方方 角角方

らら 向向ら
向 向向

角 度度 角角
度 分分度 度

分 秒秒分 分

のの

の 向向の の秒 方方秒 秒

方 方方 向 向向

角角方 か

向向向向ら ）

向

角角

ら

度角 度 度度 方

分度 向分

角分分
秒分 秒 秒秒 のの

方方 方方秒 度のの
向向の
方 向向 分

点
緯

北
度

分
秒

向 、
系

にのと地

結地
点る

だか地よ

ん点のに
と測

線ら
、

ん成

－地結の

６のを量

地で線を

のまだ果

３点
っ）

と順よ用

点をに使

別 市
幌

札函北室津

７次

清館見蘭

市市市町

田
別

幕
点
地
の

町区

の のの のの地 地地

札羽

の点点 点点 地地点
幌 市 志湧

幌

歌長上釧別

町
石

越
蘭

内別白 沼路海

町市町町市町区

のの

同同同

の点点のの

地地

中東清 市
幌

根札同同同
別央田

武
雄

白 室豊北厚

市区区区区区区区

石平

秒

町

の のの
点 地点地の 方地 の地の

海市北江美

北

向点点地

平道
会）別唄

成社区広

経
東

年貢町島
市市

９献村

。
た
し
定

度

地結囲

のにて

月賞名市

表
道
海
北

とだれ

点んま

田

藤馬北加中

則
規
彰

規實美

昌忠博清

田場川

喜
本

橋
同同同同同

子一

郷

後早高原羽伊須
同

作

清義省恵

藤川橋中石賀

作彦一隆男三一

金一年 静
尾

鷲
同同同同同同更

奥佐米伊古長森

正

同
枝

正昌美

村藤谷藤村縄

野

三夫清子勝子
代

辰京徳

同青同同同同同同

美子

辻中

日
６

少

同
江

幸
野

上

冨千

は
又見内

名津
氏九

名美子子

体保美重

団奈
費

功消同同

成
平

公

第
則

規
道

海
北
年

号

四
七

功
成

育
全
健

年

労
功

護
保

労
功
内係

関 の活
生 績

労

基
に

）

堀
事

知
道

海
北容

く
づ

表

達

を
者
賞

受
の

彰
表
事
知

決
り
お

と
の

次

也



川別臼寄
知

旭江羅倶名

市市町町市
安

北 海

市小
幌

北福斜札苫江滝
市

石
牧 白 見島里差川別

市町町区市町市

道 公 報

子

幌

釧枝福弟帯札陸羽

稲

屈手 路幸島広別幌 市

市町町町市区町町

第

神

幌

赤倶東厚札同室深

安楽厚 平真中蘭川 市 知
市町町町区区市市

別央

号

壮砂留

平瞥原萌

成
十
四町町市
年
九

山佐森背猿

支

陽策貴繁

下藤下戸谷

庁

同同同同同

一郎暢康明

告

井

賀

渡西野武中加三今

弘晃孟

辺田尻田田谷浦

二寛夫一裕史

主謙孝良

同同同同同同同同

税一

藤

々

武開竜藤佐村横佐

一久千

田米川原木杉山

誠春勝猛

美
同同同同同食同

雄海子

伊河松石猫杉八

衛
品

同
茂

本井森田川宮山木

松

子清章

枝

庄富康和哲千

同同同同同

司男悦夫夫

同同同

月内高中

六
日

円郎夫
一

隆誠民

田階西

金

曜

正
更同同

日

保

示

労
功

護

労
功

生

北 １２３

道
海

開れ開所開

網 発る発及発

走 区地許び許

支 域域可氏可

庁 又のを名年

告

事

は名受月

北

都は

２３

海

、平 道

完成

市 開所開

上計 発及発

了 川画 許び許

し年 支

た９

法 可氏可

庁 を名年

。月 告

事１

受月

北

都は 海

、平開れ 道

完成発る

市
空

区地

計
了 知画
し年域域 支

た９又の

法
庁

。月は名 告

住商氏登登

１２３４５
録取

号 成録

平

又

貸
月月 名

９番年 は 年消

北

貸金 海

金業 道

業者 石

のの 狩

規登 支

制録 庁

等を

示

告

工称け日

第 区た及

に者び

号

名埼株平

ま住号

含の番

寄玉式成

市県会
ま月

豊いし３

字さ社年

６

昭

栄た

示

日

和 け日

第 た及

年 者び

号

第
律 住号

法 の番

深有平

）

川限成号

市会
北社年第

光サ

６工称

昭

町ト月条

示

日区

和
第

に 年

含 号

第
律ま

法

深
北 第

市 ）

川 号

光

平

日
６所称名号日

町 条

ー二井海成

札ガ不藤北

幌
市デ信道

ハ敬事８

中ン用久知年
月

央
区ウ
南ス石

ク第日

条ラ
西ッ

に取 示

関り 第

す消
るし 号

で
律の

法た
法
和同

昭、
年第
法

まむ７

律条

市ら日
表建 、 北原代上 ２宮 －
海町
２取設 道
上－丁締第

川７目役
－ 支
庁番藤

吉次令

号秀指

長４原号

取項

丁日１

２ウ６第

郎

締空の

目
佐第に

２指定

番役建規
よ

号
藤

次

－る

丁 １

３ 第

行
発

開

茂号の

の

目 項

北

規海
ほ る

知 よ

空１ に

道番 定
発

筆 開

長７ の

庁か 次

支

行

佐

号 ７セ
丁

号
道１

海番室 北３号 目

１
第第

山
長

庁
支

狩
石

定
第規

）の
号項

１り
第よ

条に

四項公

八

洋
田

に。
定る
規す

の告

に

藤 為

工
る

す
関

に
為

一 る
す

関

の
次
、

き
づ

基

夫
文

本

工



２
納札の平係

エオ入次に

平 連共にい成る

成 一 続焦入参ず

十 心点加れ年般

四 拍レ場すに北競

年 出ーるも海争

九 量ザ所者該道入

北 海

ププ

調納

ウエオアイウ

を入レロロ

プ連共達プ

テ心点すホテテ

ロ続焦

ンミ

オ拍レる期スイオ

品日タシク

ミ出ー物ピ

ク量ザ

道 公 報

１ 札

次 幌

の平入アイ 医

と成札調 科

に達ププ お 大

り年付をレロ 学

一９すすホテ 告

般月るるスイ 示

競６事物ピン 第

争日項品タシ

第

及発

開れ開所開

１２３
氏可

区地許び許

発る発
受月

又のを名年

域域可

区た及

工称け日

は名

号

計完成

市、平

都は
事

画了
た９

法し年
日

和６

昭。月

月 測ーに当告札

六 定走必す示又

日

指

装査入要る第は

置蛍札なこ
格。又競

光説資と号名

微書は争

顕明

金

よ成札

鏡に平入

曜 に る
。年参

日

等ルース
同平海す

北加

解定走の患ケ解

ス測ー

シサ装

析装査仕者ン析

置光等ミー置

装置蛍様
説
札タ

鏡入ー

微レ

顕ュ

一１一に平平同

書
明

入等ルー 号

名者ン

札の患ケ

びュ

下及ミー

以称シサ

い
と

」タ

札量ー

入数レ

含の番

に者び

。一一

う

札
ま住号

幌

網北株平医 走見式成

市市会科

見栄ラ５

潮高社年

大 １西イ月

丁町フ学 目１ペ日

第
律

法
年

第
）

号

告資

成道る

１
第

条

第を

年示格
号す

月９有
規こ

日にる
道だ
るた

）す。

金定と

式台式よ成成

物、
のし

る
。年年
月月
日日

実札

を
）式式

））
金金 長
学

。大

る科

す医

施幌

丁ー

野
秋

告 目ジ網
花建 番

示 番月指
第 ほ号代

役
締号 筆取２ ３表－ か

に

道 定

海 規

北 の
項

國
吉

開

長 の

庁 次

支 る

走 よ

網

の続
品連

に

田 為
行

太 発

っ

７８
入拍
購心

交便便札入

郵郵落財て

付にびの
規 等及者札

務
則

方る報定効
第 よ電決有

６

保第う入

入以証入。札交

札金札）説

にを保第明付 条 下

書 の 消 参納証

の場 ７

５

明
豊

加付金

共札

開開

アイウエオ入

ロロ続焦札札

プププ連
レ場日

ホテテ心点保 レ

３４
雄
隆

スイオ拍

海幌札入入

所契北札入
行札札

を条道医執

）約

日

しを幌大の

有項札科

る
す

敏 関

、示市学場場

工

夫

出
い行
該 測のが

量）道当

置れ指
達 装ずう

調 定

入に方な
１ る札 第 法札よ法入 条

札限 項 入に

場認。 規 幌のはる の 札
でなし に

科所め） 定 医
付。者 り

学交いた よ

大

費

局る落 め

務すを 定

事
所 びか 税 しすの交 及条

こ付に 北ら 等 よる納付

と ととの関 海第 」 う

す北 道 い す。免

事道 務 う る除条る海 財

は納で項札 規 。 者、ま

方定市

相 、付の幌 則 ）
当 そ

等る央 和 額 の法め中 昭

を 者
含 のはと区

ザ所時金

ピンミ出ー

証

走

ルース測ー

タシク量

患ケ解定
装置蛍にに

者ン析装査
じじ

ミー置光同同

シサ

所

タ
ー鏡

レ微。。

ュ顕

場央務及所時

迅す中事

ア南管日

な所区局び

速

条課海幌

フ１財時北札
札科

ー西道医

タ
サ

中事

ビ目市学

ー丁幌大

か名
物

可区局

が央務

ス
関 札資争

に 入の競
品 の

有に
、 参を札
し に格入

市 るてし
幌 すし関

札 加
け名及 合な指内 場いて

幌 医ば停札 、れをび は

課と 定

財者 予

管。札 た
の

限
制
。 の
る 格
す 価

四 範

九

む 見、こ南 年

最
で

内
囲

方に条 海 。 積地ろ１ 北
規 の っ自よ西 道 ） も
た治る

契法。丁 則

の
約施目 第 分
金行
。 に
額令号 ５

す
費和下 当

消昭以 相
税

成
平同同同同

及年財 る

月
９

年
日

前前前

午午午午午

）
金

条課

な１財

能南管

前前

札

と西入

こ
。

機らさ市 療な止

目
丁室

いて隣 器なれに

類いる 分なす 中。い接
こ市

医本

はに

又。村

）と町

も
を

格
価

の
低

用又

療店

則 上
地令規 以
び政務 額

」 の
方第

消
税札）い

費号と 入

９９９

時時時時時

店

類支

品は

分分分分 中
類業

分営



１２ 北

次 海

落 の平落 道

と成札札 教

にパパを お 育

り年係ーー決 庁

一９るソソ定 留

般月物ナナし 萌

競６品ルルた 教

争日等ココ日 育

北 海

入は

名所の細
こ詳

アイ
地行説

執札
の入 在札、

称

道 公 報

で約

る捨税相者契

アイ
す札あに

落額て事当落

金者る者る関

札をた業

定算額で金とかす

決加

申事

にし）あ額なをる

当たをるをっ

第

札

札提提開に入

入そ号

のの 加出出げ金

札 参掲
に 望期場入に

時 希る額

は限所他及る

お 者札係

号

９
約札

契要入

平書参

成作加
十成申
四の込
年要書
九

入のンン

否の

局

札名ピピ 告

に称ュュ 示

よ及ーー 第

りびタタ ４

落数 号

者
札量

し海た

定北当

決月

を１

、書
は明

た道り

道

札郵電公に教 幌便話開よ

育

科号号る。

医番番する

庁 大。

留 学
事－－萌 務

教 － 局
管育 財札

出を

た金もか入たし務

書はる担

っ額っ免札者

てて税

とす

は当落事に、こ当

載札。る

、該札業記落

額格です決組

入金価者

後の

書にとある定織

札

るかと速名

に１するこ

及

載未のを。や称

記円
の、わにび

さ満で問か

、 次こ費

て 、び消

い

れ

幌公等

２ に平北札の税

道医告の

に よ成海

規 り

大定扱

定 所年札科に取

の月市学めい

す 定９幌
中事る
る
資 入
参区局札
格 札日央務入
を

）１財関
有 加木南管に
し 申

月提

六出

日

場
び

及
限

期

金所

曜

日

）
育価式式

。教単一２

庁
留

道
中

長
局
育
教

萌台台

局

市
課幌

告

線 中内

示 央
区
南

西
条
１

費在

た端入ず消所

目
丁

額がに見税地

金数札、

当る加もの

にあ参積等

金きるた税 該とすっ課

の、は約業 額は者契事

そ、金者

の消額で
る の
端費のあ 分
数税

か ５

書西る
な 込条課す

金等

条
い
者 を

す違 し 出目に
の 提丁件

、 とた 札 こし 入 る反 た
無 則、 規は 務札 財 。入

夫
昭

契一一

アイ

落落

約般般 札氏住札

の競競 者金

相争争

１

氏手入入 円 の名所額

北

次 海

の平 道

と成落パ落平 教

札ー札成 お 育

り年者ソを 庁

一９にナ決年 日

般月係ル定８ 高

を係税 相の 額に免 に分

事 当切る

６７

すり課に業

に在

般成約名所

一平契

競
海る

入北す

争年関称地

効 第

札

と

４５
。
各る
す 条

約般

落契一

住氏住札

の競 金

相争 所名所額

手入 円円

３

１方札

者
成札氏

平落
月名
８氏
年の名

エ東月をの

名１方札札

た定告

びヌ京当決公

及

のた

所ー港りし

住イ都
リ５価続

ー芝単手

シ区
ス目
ー丁）

株

競６るコし月

会地
式番

教

争日物ンた８ 育

入品ピ日日 局

札等ュ 告

にのー 示

よ名タ 第

り称 ２

落及 号

北

定北

決
を量

者数

札び

道

公教務海海

の道事北

庁担教留

告育を道

道

留当育萌教 萌す庁市

育

育組萌之

教る留住

庁 局織教江

日

示名局２

告の育町

高 第称企丁

教

決

旭日東月を

３及画目

し

市商都た定

川通京当
価手

が代単た

緑事千り

会外

東式区）続

丘株田
代丁

丁３

４田

条社神

１

日び式

６及株
１表目

目
ョ
シ

ー
ュ
リ
ソ

所社
住会

セ
ン

社 し海一

彦
武

本
山

長
社
号

。教

た道式

育

１

工
長
局
育

教
高
日
庁台

号び総育 所務番

局

地
在課２

告
示

番取
締番

勝
重

野
中

長
社号

号役９

締
取

表
代

ー
タ
ン

五役

〇

一
健

剛
藤

賀
志



条監と

２イ

第

平 第査事。

成 ５委務

十 項員局

四 各の長

年 号庶、

九 を務書

北 海

北

北 海

海平 道

道成

イ

監

監 査 住

査年 委

委９ 員

員月

所

告

規６ 示

程日 第 北

道 公 報

契一一平契
ア

落

約般般成約名 札

に の競競 金

相争争年関称

手入入北す 円 額

の道事北

１方札札海る

月を

第

２

札氏住

落パ落平落
アイ

者

札ー札成

者ソを
定８氏

にナ決年の名所

及日東

るコし月名

係ル
物ンた８

号

に
成約名住

平契
アイ

北北

海る
北す

年関称所

道事

月 次に記

六 の関そ

日

職

に事の

うる他

よすの

め員

改項

金 る
。以

曜 下

日

員
職

２ 海

昭 号 道道

浦和

河監

浦北

郡年

査

栄監

町道

河海

委

東委

丘査

員

告

通員

告育を道

当決公教務海

日当育

りし庁担教

た定

教る日

単手高す庁

のた

育

局織教

）育組高

価続

及画

第称企

示名局

告の

ピ日日び通京

号び総

１

ー所事千

等ュ住商都

品

会区

称式田

名タ株代

の

３

量代田

数神

び社外

及
一締目

取丁
表

式役

教浦

育を道道

教務海海

高す庁郡

日当育河

庁担
教町

育組高河

教る日浦

示名局丘

告の育栄

局織
１及画通

第称企東

号び総

海海海う

北北北い
と

」

査の

監監監）

道道道。

員員員免

委委委任

査査
本田永与
給

岡前徳び
及

号示

に

告

２北

第

示

部委

一査

の監

）道

号海

務

に
う崎

よ
の山

次
を員

長９
社番

地
在課

所

課
所務号

勝
重

野
中

台号

修一孝る
す

榮光関

地
在

公
こ

監

地表 査

す

こ

公

る
方 の

表

。
自 規

第治 程

８法 は

号

正
改正

平

第 、

第第
。
る
す

３ ３

附

第代第代

条条

則

の査

項監項監

１表２表

号

の査

北

北） 海

の平

こ

道

一成

海 の

監 規 附道
部 査監 程

を年 委 は 則

次９

査
員

の月

委 、

告

の

平

第次

代条次代

ヘイロハ３に
１監

そ表知訴そ第の表

他項号査

の監事訟の１

局理訴中を委

他査部代

職委予委

ロハニホ
委委 関会

ののにの

員員算員

服職

成条

９４ 年第

道

６の 月項
監

に

か定

日規
査

行り

施よ

ら

委

別員

特委特委

るっ

す行

査北査北

監が監が

別員
事を

の道の道

室海課海

中表中表

項代項代

事を

て

第し第し

５て

６

員

を起を起

号提号提

よ 示

う日

事 成

第務
に ３

改
局 年

号

日る
織 ６す

組 月正
の ９

に 行営 施運 らび か。 及

と人訟第加員

す る関 す

えが

員員
のがののに

。海

庶北連選関号る北

にる第道

務海絡定すを

を

に道調

関を整関こ
。と表

す代にすと号代

こしすこしし

る表関る
こ。第提

とてると、て

す。号す

起と６起

。提

、旅る

務務す議

び。

限及と下

分行こ以

及

議

戒の会

懲員員

び職委

令い

す命と

関行」

に旅

た

こにう

る

員

成
平

。

公

年

表

る
係

に
度

五 監

一

る

第す第す

果
結

の
査

６る
しに

と訟と訟

号訴号訴

海、関、関

北北北しに

る

道道道第す第す

海海
監監監４る
とのと

査査査号こ号こ

員員次。次。

委委委の
のの

岡前徳次次

にに

員
北

程
規

る 。

委 北

査 年

監 ８

道 成海 平

訴

るかる

査

山 監
道

員 海

号関

に９に

訟第訟

訴ら

事をこ

るでる

すます

関

。

り
繰
つ

ず
号。

項１と

す

こ関

るに

。す）

と関

と
の

次
を

。
と

こ

。る

と

を

号号

本田永１１

り
お 修一孝ええ

加加

榮光を

示

正 告
員

崎 委

。。

るる

第

号
５
第

、
げ

下

１



委地事 種実務 各教警事
選 会育計査を 員察監業
つ定 本 等に

北 海

３
委査査全を部知 監監査

局 事実、施
部 託のは実

業施次し

事

局 及方のた

び法方。部 箇

道 公 報

次合経

、アイウエオ

て

事性

の規道旅前公工済

の資工、

事性税費渡共

項の、

術率

に視貸執金事技効

重点付行のに

第

監監成監監

平

１１２

第

査査

監

査 査査
実７主、

は のの年のは

ま成

公 要施月眼平

、 概

営 部
企 局で

号

成
平

平
成年
十９

四月

年６

九

局庁部て、 務いし 事 日

実支
査、

監書
、定

は決
施出
部

法所

監証
ら）

か払
局支

ち 事よう名局 助にの 補
の実、本 業り

執施
箇 行し
所 にた庁

て

先 い て出 つ い

に つ。

点金に執係）性

関 は

機

入執び

をなつ行るの及

各てつ札行有

置どいに
契つ性

て種い・に効

い

て視

施権約いの

実債て

。入に

た収続点

しの手

にて

保い

確つ

にに

会 び間度

業 及の年

係 期施る

に 施実係

計 実
局。に

部た務

る 間し財

部務

全事

くる

除す

を関

月
六
日

金

曜

日

査拠
資書 －

出の
提そ

の、
料類

を他
抽類
、書
め係
求関

出等
方つ
のに

実等

を計

査
監

地
、

に監 所地 箇実

つ査

執

局の

て
い

つ

て書 い

北北行
経 に

道道び 所

海海及 箇

委委に い

査査営 つ

監監
前徳事 平

る 、

員員係 て

業 成

田永の

監監
道道

海海
北北

管 年

崎本
山岡

員員
委委
査査

にて
法い
よそ －

営 事

収支契財工経
りの

書監 は面

術

管 技

面査

２
監

改つ査査区予 検に監監

をて果結

事善い結の

討
求検果

項
記
導上

イウエオカキ指
災項の

収予予経経火事
う

入算定済営

榮光理 ９

確を価性の等

１
第

らい

一孝つ か

に 月
指

２

事お摘

監監監導な指ア

の結の項、事法

査査査

、

結果結及指項令

修
正

果の果び摘

監め

を面求

容書を

内出

） 入出約産理 認査、

確

－

摘指 るを指

め討、分算

のる項事 項す事摘 事要
発も、項

生の指件

及導 度項指 制事

が導）

因検項 起び事 に

全よ軽

保目格、健にち

外積率化る易

に的の効

故認

切に算性を事と

適

誤有るがめ

な支に、図

れ

置しり効必生ら

措出

のがてる

をてが性要じ

するり見あいも

要いあ
かもも

るも、地るるの

事条
の害らのの

もの損

に、

分つ討項例

区に検
はにい則

て項つ規

い事
、達

是分は通

、区て、

は。局違

又た部に

正し

そ

を記て

善をし

改名反

て容

とい内

るつの

すに
、監認

に、確

もはを

と

ど

職施な

係実る

関査す

－

らか方

か局の

員部

－

し討件

し討 ると検 い項

て事）

めも項 認た事 と

次

る、

れは）－ らの件

改又

どお

なと

のの計

も

て要業

じを事

生善は

が

運

もも理

るる管

いすの

載い

要
を
善

改
に

営

のの

ここの

るるも

めする

求
事。

たた

しし

とと

とと

監に

聞ら法

に
次

、
を

項

な料実

る資り

取査よ

き

。

方支た

のびし

ど及施

法出

五に

二

施証
実）

り払
よ支

でり件

善
改。

のる

そあ

、で）

項
事
摘

指
り

よ

の
も
る

す

提
の
等
。類

た書
し拠

、
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北 海

小業用 額道母中農特 多

産 な税福企改林 と収子

振 て資近資物 っ祉業良

い金代金

道 公 報

２
い入収摘収

ウ指て収指

事尿るに入事入

ろ導し

需項浄も係未項の

水を
土用》化のる済》確

産

項がに

木費槽が事額保

技でのあ

第

３１
第

監予指アイ

査算摘ろ
需事、

結に事エを工点

果係項ア

のる》コ用請

項ので費万 概事ン費負

要

号

奨料場塘料料

他
の計

そ

貸月 付学使使六 金資用用日

金
付

貸
金料料

金

曜

日

付に付資 た入貸化貸興

高付

等る貸

金係金金 。

金 目付
貸

金
資

化 項度金

たいい

術執薬っ多つ

等

は

養し補。もて

者行剤
係さ

講いに、

成て充の

ま

に支ざ

会。るま

習た

需力

る、努

けでな

お出

講用が

受

取執で

付行執
てま

をてし含

けし行円

と。るて

的たいれ

目い
中

少の。

るのた

すもい

事、

工に

額

医

産幌

水教建建建札教
庁
大 務

科 林育設設設育

収

部庁部部部学

入
未
済
額

所総保経農水

務福済政林

管 位健産

単

部部部部 円

祉務 千部

：

ら

等でめ

料費認

）等部

べが

出する

支行れ

の執

担この

負と次

、き、

で
執役り

でをお

金ろと

の備

す産費入

行水務収

入

工川購

施旭品

品自執

備不で

、体費

で
費総べ

入児す

購由行
品農

執療備勝

で合き十

すセが業

行育

－

３３
－

て出扶導扶

税い支１指
項手

も検に諸養事養

者

る当当》当

多討係手手

いす

っ付そ討道扱

ケコ検取
にと

違た収しの事税い

け》つな

法納入な他項

務執済

べ林で未
駐付証

ク

こ）しが

と部行額

き

高全全

算少の者

オカキ

な海あ等員

生すと北が

さこっ道っ学か
日 産る

場

きタ種験

べン４試

制

イウエ

こ）・）

とー類

あ還納処や

とがに務れ

れ税る付税理、

現さ納

をて者場し者要過

金 る

入事委い

収導て

指ア

事のの

務》電も

事項託

要給給

と必項支支

こる

い

かあ誤お

どがをに

な
納い、

、。てて

らるっ

供

のの子

者もや

税る妻

て

車期紙れいっ
便の

利

を過なはい

車限がばて

な郵が

移記ちら、る

両

国

等しうい便、

動載ょ
いと、に税

負て付が局

付け市

金るな還おや

担

村

納のて事る町

のもっ
あるが便税

付がい務郵

高 れとて競た校ら
命

等 たとい馬。中
学 農さるの途

の馬学円 校 産れも勝退
入 をいが投者を の 物て

券授収 学 売るあ票の徴

払、たの業し 料 りがっ

をい 一 う包。発料て は
当 合容額、る 人 場装売

か領誤

の た の器と誤も

、いら等納

領いに合て

が付そる郵に金

収る還

還

た、すのも送基の

し

れき付

とそる過のさづ

納あた取手

きの過誤が

込納金っ現り続

は払誤

適

領み金をた金扱に

、

のこ切

収がに税。等う

延い等収とを

の遅つ金

話の
又してに納と欠

日

いにっ

扱入あ

取収が

の
で納

切収

適る。

が係た

就

会

の、

もを

い務

な事

被

のり

収よ

税に

や職

性
た者

の養

保扶

確

五 めの

三

振で
振定

便認

郵消

、取

書た合し替は

令っ場著

に。はく利

納当延座で

、、遅口用

期過てらる

付該しかき

をょる自と

限ちいのこ

載付の払近

記うも動や

て当あ）に

し相が込く

り 予の現っ

い額っが銀

定経金てが
あ 価費収減っ 格を入額

とてと。 は計額し円た

間るめ

農しのい定

、上

、のれ

物いにもら

産て

不あい

包い過がて

とな

をたが

容め足っる

装た

も

はては充にさく
器、

すいての

そい、当つれ

翌も該るていが

のる当

、がっ

日の納こはるあ

あ者と文、た

にが税と

管送

定っにさ書郵。

指
融。付て理現

金た納れ

関納る程等

機・い規金

にを、道理

等入がや整

な
い

て
れ
さ
令

発
に
員
計

実た

のし

替を

勤
常

非
い

をた利行
つ電

に、

施が

もやでが

い速。用等

な

い納

やにない

のかきな

定じ誤

を予生。、

誤還

入

し格いて

別価てっ

区

こ税簿

積過も学

てがる

を納の

いすれ収へ

払要
わ理載
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住、通導のた
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居過勤事自経め通

車に過手

手払手項動路
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当い当》

支な支用るいは
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成力居事
十の手項
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を、、給 手に 給じか支

休た をい 誤そ週し 当つ

給、 て週日た 支て っの

い休のめ
、 し

る日振
をの名 け もの替分１ な

分 れ の振
替行

と

ての扱た部て象

、 ば

当動支な

い支手。活、
対指
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る給
がっ給業象導

の誤支導

象やな務

あて対務と業
な従
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っい

し

のる指い事
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のはれ

務業にた

業導日

い

当もる支、て

手るな
がのを月る

はの日給４

っ日、

給あ電誤１が
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居

きた入て付住

でっ算

いをるでを

な。力いけ

とっの事転
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さた令た

とた発し

をのとな出

給っ給者こ

、

おい誤通とっ張
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手れい休

いるっ勤さて
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てもて

るのに
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終
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る勤れ日
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事た
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給と日と
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たっ

せ末

の勤をら
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も
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３
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ず

た利添宿こら

いをを
しす証と、

。用付泊と
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てる明さ航

しと旅いを
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転

はり出乗事
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支っ

過支めもをあ
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を務あ用し。

い額行用

た

な過命地っ車た
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っ少ぜにたを

道 公 報

るなた
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いの旅の

小、小港て務
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割給

適るいめ該支
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支費引し

用旅がと、旅

用っ給の切た

区費、な

を宿務て額支符た

分の
誤泊地いが給のめ

号

任転

赴と赴移

いの

アイ

費て費は

旅っ旅料

任な
のいの、

月 のた切て行前

六 旅めにい命に

日
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行、行る令確
いる

お行てのおす

に旅
て令なてこ

い命い

金

旅者も利に

、権い、と

曜

請航がすり

費がの用よ

日

書機っ航節

求空ある、

在用、

てとら滞。公め
費

るったしに旅

いなれ
い員が用の

もて職た使

私た給

やるが、し支

の

過

普の事事がが

、も、
あに在そ払

通が前滞、

に手と

費っ承日のい

旅
の

支。を日続な

でた認

よ給旅

函金札用のに支

をあり額行

館に幌車が

ま駅

過お

で南」使っ旅がに

。期少い

の小間用た行

駅運て間とて

旅樽のし
賃いがな、

行

て額

おほをる１っ日

に

算、延い旅

いし加が日

で

、駅し空長る費
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」た港さも

賃過

っ料がる過に運、
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たは乙も少お

方やなて計い
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支泊で、っ、算と

め宿

るっ

給地あ甲て鉄すな

額る地い道
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が用に方るのこて
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かるが切さも
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なのわにあ符れの
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た
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事
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台お
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た
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殺員た
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用た交
部定超新行
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薬
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り託

限い

務び為お

事及行に

が清額、 理舎度て

処庁
回者 延業上加 遅掃を参

５託て旅 、委っに し務

分約るや 名契い費

に

健おの償 、保にも報

あ出

施審の支

実。の出

に現たて

領やっし

要査

がも

め調座る

定地口い

た十債が

れを、の

ら査

とた

財に者っ

、分権あ

良討
改検

処わは。

産行

査が
調要

の必
産る

財す
費
道
を
等
復。
修る
、あ

庁て

、簿支得

て名路を

工登）い

管に

プて

主導７争い

指アイ

名以札ロプ

負事指人入

い

分》競上をポロ

担項

、方、

のし認て

費対確

－
４

済月法そ

経

委

が摘定理満

２指アイ

もし託

、委事自の由た

用格なて料

当託項家資

を 万福いが費 ８

該契》

祉てあ

部、っ支

）予た出
工

基れ指の事

オカキ
。

準性事

指づて指名基適

競考を」完

名きい名選

口

等いの

分な別

競、る

共要い

ウエ

制額座

ので

公前の経同す者

企事格

、

体募に決常企るを

業

施
実
で

間型特定建業こ

も易が

い簡た

なっ
イ

し

ー

等争の行ーポ

の公、

札名てルザ

を入指っザ
る式方

上参がい方ル

計

に

た者能もに式

し加可
指あがるよ

たのでのよ
っ務こ

、名っあ業る

め

の

件つにた委と

１にた
てか契適

、いも。託

ボな積

報約電要くいの
に

を工をイい算

告気件
物たーとお

行作満ラ者
備約て

な保し設契い

わ

受

取点い保を、

い守て
業法点っ託

扱検る守行
業いが

と務人検て者

い
成

て委と務た個

しの等

載し検

争受が争過記と

札等して査

入注、入程

欲定等一てい調

札意選

に

参、し参覧いる書

の

いのつ

加履た加表なも

のどもない

者行個者な

験事指にのどて

の経別

、

考、由名よや、は

選

選表事

に営の選り、公

の表定が務

当業内考公

指定前設体と入
た地容

参

不名建に共とと札

に

てれ加

均競設入同しさ

参業のて者

衡争共札企

札企加体資いと

を入同

て

じの業要の格るし

生

査、指

て参体件簡審が

査公を経名

い加と審易

件てを募経常し

る要し

い

の審の行型た建て

も

が募こ
が査資っ指後設

る

た名係

っ指に

あ型れ
に当
札に

入告
争公

。競

約否

、札
て入

いり
おた

、わにや

万はか

原ら当、

則ずた提

人５、を が７、り案 円

上し札め 大以人入求 過

すい加者 なとか参る と

こい指履 てるな者の っ

の選能 た北とも名行 い

合で

い託契と。人

見と

せる

もつすわあ

るに約
委も

がて必たに

のいる
業か

っ、が託か

あは要

。気る務わ

た電あ
業もし治ず

事にと自ら

施かた策社

法かた政、

過す理適執

行わめ研会

等明程る由切行

っ域が

長

はのら及こがで課

て
、個かびとな

別に選と地い等
の報

指事な考さ域もに

て」が告

名由っ理れ性

い等いであを

競をて由

入捨なにるあっ要

争取

。る

札選いつがるたす

て選もこ

参択もい、に

者てがは考かと

加しの

同も

あに格て名、共る

争易企の

っ当審い競簡

をも入公業が

たた査る

っ

、要の札募体あ

。り

の指した

特すがへ型と

建こっ参名て。

定るあ
。に争資

設とた加競の

た札の

同さ当入格

共と

て加定

業てっ参決

企れ

公請
の申

初加
当参

体い

業期
企出
に提

後の
募書

五体限

六

力 。 要し
域更
地変

のを

ど

業れし委な

農さと考
つ

験い指会に

試てて員

、

）が競おい

場る名に

則ず資セ険

規ら、修保

よ特要タの

に、格ン料

一のを）業

り段件ー事

過わさ

指行あ、のかと

こた札程られ

名うっ入
しい

準と。参とずて

基
」と加

るはのが

にさ者て工る

、経件れ

つが、要さ

に
の建査い

てこ常審て

い

のか
件な

、資設をな

は

、
行め
をた

大た
拡っ



イウエ

平 率暖てず

成 庁に機房検ボ、

十 舎格構に討イ１

四 警差改係すラ年

年 備が正るるー間

九 業あに業必等を

北 海

法

成定あ討が私

サ検ア
共こ上

す業めっ事公、

。》下のの

る務たた項

約

と託容水委契

こ委内

とにで道託

道 公 報

の業

かに見にも

クケコ

約いが務

か工当積契お

りののてあ委

わ事た書

ず録、み締、っ託

ら記
、映複で結こた契

第

該予

にっ当当

エオカキ

の定経定

業よて予額予

な価計価費価

務るい定

託意い格算格を格

委随
に契もの方の積調

号

委を

審本考議

て選審

ウ
要争会て

を競員経

議来
す入にい

月 務りよ務要管通

六 等、り委が理し

日

る務委

の積廃託あ業た

のと行。に託

予算止を
てい約

価方なっお契

定
格法る

金

舎る、行

のに庁いてを

積つ

曜

つ、定て

算いにが一っ

にて

日

て託間り

お検い委期お

約あ

さお履の契で
い討

ててさ幹はり

れい行根

て施地契

い、れ的、、
自手

が託い設方約

る受
ことい設治続

、者なの

の及及に

ののも計法等
財い

領議やびびつ

要協
作適受設務て

をを、建

期に

こ画数積はの。約

業し落間お

れのの算、

て

異成者て札をい

と作

る定ぎは

な業かい決過

額を徴も後て、

る務ら

日結務

を一しの７締業

随見あ以しの

予者たが

い体

価意積っ内て具

定

に。行る的

格契書たに

お約の積法積算書
と約

て作

いをが算を算しの

っおい成

て締あに誤に

たいたいなに

、結っお

し

たい

緊て。てたていお

必、対めて

急い、め、

積

必が要予象、、

のる

価務定算

要、の定業予

よ名い格に価さ

に指な

札おな
り選経が建格れ

の

と付ても

こにいい

る
きのあ

さべそが

とす、
。

いの由た

ても理っ

れ

等

、者否

が一適

るをや

す、をボ、

の意の

こ随

要ラた

、る残必イま

て

ボ

段要整とー、

特必務

イ

のが理すの

由るの業働ラ

理あ等る
めの績技

も。た務実ー

、容なの

くに内が師

な

止期に格

庁廃やい資

各

託工規検
間後間もを

舎

にす

しに者事則討

成切
いわ履日基る

て行のを

内下い要

なな行本づ必
処あ

もっ容水てが

いか
がた確事理る

のたを道

、し団な

あめ認業し。

務い委れ

た業てにけ

っ

にようも処

処な託ば

。

とや内

てよりこの理

し

を

る委うと、容

いり行
しきれ約定

も託べさ契
い結た

がてとて締め

の

託

っるろる年委

あいこ
、、、日業

たがをが月

約託そ処

予契委を務

。

過築がた

価の業及理

定

争調を大物過金

競考費

境とを

入書含と環少額

作たっ衛な変

札のめな

てす

で成こて生っ更

が

やる理いる

きやとい管

段

い務、も業る特

な業

ががのの

と執旅の務も

」ににあ含が理

き行費

れっが

と係係っまあ由

議約議

審契審

しるるた

る

てりす

経よ要

をにを
合と

い場と

なうこ

い行
あ入て

が、れ

のはさ

も

も等か必

た参る

っ札い

備つわと

管警にか要

で
費やいらし

理

庁帳国

導算台

指アイウ
ら

項政金舎のか

事行料

ら

理いしな

》財のの記

がるい

領のいな

要もて
－
５５

に
る産摘苫区

エ財１指地
道

こ物もに公事小の

る

》東有

と品の係有項牧

格相務し要
が購やる財

積方契いを

の手のて領

用たこ

イウ

算の約る作

上さタに。物と

一借と

のさ

件予れク伴品と

条

消。てたな
で定てシう

るに

、定費い。い

て決
４

、

者行相がも

一を税

－

指ア ３指を

導 借 あ摘公

事フ

項車項ァ 円 上 りそ事用

予他》の》ク が 料 、の

オ
名の
指こ
者、

。加が
い督も

いつ監る

なにい

産算工載の

イて員の

ボ

使を物不産

の定作に財

許っ道の入

用誤や備購

にい住る当

可て営あに

いもののり

おる宅もた

、な物あ道

ての建が、

可がおた評

許どにっが

項大が

可入、事産部地
模未

なの定規、

能等予

業用

の価格工利

も単価

地ま

数約超基の

を契を

関長

におたのま

回にえ

住保

割て価連期

分い単

購れ
て積契宅有

し、で

るの車入て

期額いー乗

が借料契い

間が

を

後にが

延万、上金約る

を議約払お、

長円審契

て積

て超をに手い見

し

ない料、書

契え経お数

徴

を場いてを予を

約る

契月価取

継合で、、定

す入者約ご格し

続、業

貸ミ 経 含 定の賃シ 不 に
な て 格約借リ 済 め 価契

約出 積約パ 支 契 の契や

てな 方おソ しと 算にー

るて やてル いっ 法いナ
ン がい 委、コ

た 託
や

務月ュ 点。 業かピ 、

すの委

ー討所、

ラ検詰
務

い必理業

つる管託

に
あ委履

委が務の

て要業
認

行。に確

をる託行

託

。価

いてた

ていの

っお

た、行

手ってを

のあい
財め

行有た

が。公う

続
い帳要

て台必

れ産に

わ

五 なにと

七

料

のし資

も載る

い登す

を地と

契算約団地

やて

結地っ

し額締用な

約金
てしお

い端しとて

ての
る先、

も処いてり

る数
の取効

がをも行有

の理
あし用

っっが得活

あ誤
た早図

。予ったが

たて

い

る札を書とがな

定

定参選にの
求円契

め加考明請万で

指てさ書以約

の者し示

のて

る名いれに上し

あ

もいづ場い

も選るて基

も

に委のなき合る

の考

タ払はの

つ員がい支に

てのっクっ、や

い会あ

い積一

は審たシて見、

検タ

の点ー 検

、議。ー

わ 方リ賃

行 認をの

が 確

会契

な にス借

れ 法ー貸

た てがに っ い社約 か つ

こて め 討うい た 検行お

め
必と次 結 ると、 、 す

価務

、定業

が予の

る、

委積等

なの誌

切格日

適

を

間容出

期内提

託算の
実て

定務め

設業求

のが

使な作

、いの

や

の、

済料もを

経用い成

。来ら

、

）加や所

部の

し・い

と区て

格地れ

価 る書括

。

い川い

て鵡な

て

期要ケもをし

総をチ

るトが取契

間すッの徴

っるす

係このあす約

に

要し年 果

ると使

あそ志以 し

が、後度 と

るの支降 て

。経庁も

託とな

委態い

費万）同 が

要っの

必なも

の異い

性て



６
－

年

設導ッあ９

１指アイ
、防度

設計事急クり砂

》斜の工事か

条項傾へ

の地積費業ら

計件
検崩込のの

北 海

－
５６

債等録事

う３指免記工

務討債事権のの

業検導

録い術

用す項管記な技

必簿をも）

図る権》理

の要にすのに

書

道 公 報

事

っよの度討

イウエ検

入訴項

毒た郵りが収の

常っ印訟》

劇。便通あ
等務

の手年た紙事

物切

管等間。

第

－
５

摘公、導さ

２指ら指ア
て

た物事印１事供れ

っ

、》すい

。項の件項用

万備が

成６るる

品》作
に

号

エ

平定処

成の庁分
十手舎や
四続や有
年を公効
九経宅活

をい査度

討壊み安調年
計築

十止人機設に

が防

で事でに委造

分工力械
うるにれ

なに行よ託さ
い床

もいこ積おた

いお

め

、とみて固

のてと込
固

削てす床の

掘しと、

しいべ

、こある

購がはるが係
た項

にる管とっ事

入あ

必れ

た上さ。

当。理と

、事る

はない

て要て

っ

学

とし修

務と、

業項が

用購使

理の使のに

のて

のはす

お理量入用

に管
分使収

てお６、る

いに
１時印

取ての用入

、い
範に及

責翌の期紙

扱、
内じ郵

者度囲応び

任年

品、
設のと適便

のへ

お

に備 い

つ品

不 仕て用 が 、い供 円 て

物票 済 を、理 経 様は管

出 て供備 支 っ品を な 誤

がけ な 注員付 と 発用え

っ し

月な、用

六い道の

日

図

っ宅を

行住進

で営促

いのる

て等

金

も地と

る跡こ

曜

がうさ

ののと

日

るきめ出

っ、て

あちれ

、の係形

土がもに来

た
場あ現」

の現がる図

砂
はた調活

搬にっ況の

運
に型をが

土小。査用

捨

てで

た機っ能

当重行可

ダ入るり

、搬いあ

りの

貸

等権等

連債金

関、資
ほに

慮の金

考額付

を金

適弁て

、、い

上かお

の

や

部不還

な、返

正済、

れに手

置繰さ時切

数納

い入大

受数て購を

や越
がるに

簿はるす量

払量
大と入

記物、こ購

の、
にさて

に購量とし

載品
りてる

備等繰れい

不入
しるの

あ務越いも

の事

い た品い て た備て
る取

管も 。 、用い た め供な

をにあ

成票が

作理の

再

管

なし。

儀録た

余記っ

く

る

た利い

れ産す

さ水理

の分
み処

込、
見が

。用
用で
利ん
未進
いが
な等

ンがが、

つい
にな
地い

成が

ト能平査

プ可、調
イ

ラで

治掛農す価道

き歩用単

場こ山り道べの路

圃と

の

る、等

す損免

と欠減

６
よ減

－
２指ア

あ積算事歩含っ

が積導

路れ。

るが項掛道また

も扱てがが

。算過》り

が領る翌っ

の要い、あ
。

あにも年た

交初そ討がに

当検アイ
川、

通設の事中定河は

間ら標錆

安計他項山め

と

こ務こ

た林る

全の》

か）と

と部

施導砂て設導

基指し指

水く工事防い計事

用づ

更》

路掘条項工な変項

ての
いも

工削件》事い

、あ
はが

な基項

要計事

不設導
指

ろ工を工き算工

も準》

に

備を事適事と定事

整

ろ適お

工、に用等こが

ておを切い

事工おしに

のていい、でて

に費い

土

い高、るて工な、

お

のも砂

ていコも、費い

がン高のの

、道ンのコ

水盛リあクい掘

旧路ク

ー力・

路土ーっリ人削

事い

大の工て

ののトた

っがおが

な用にる

と適
、ル

い切てブ

て適い、

のいッー

もなバド

るで
のる

ウよ

のホに

もクザ

域てに発

施回地れ識の
いに

工よ総いつ生

設数
に減整いてよ

事り合な
事で現文

お少備の、り
用が

てた業、在字

いし
軟、おのい判

、がにそ
る準れし

弱設け基ら読

もを

盤変集にてに

地計

に面明おのし

事法をに

してあい

おの示いがて
たい

て配て、っな

い勾
大つな量。も

、をい雨
設

トなもの

型けい計の

土

設設等

フで置

ラいの

っの
あり
がお
のど

置計

い
な

い
て
し

を
。計
た設

業搬

埋歩の。ト作運

も

てり設取の・

立掛打の

掛し掛土

にを歩壊歩盛

を単

た用りにりの

当適
、て適た適価

りしの当

区、し、

埋い用り用は

い量

しも分機て土

戻る
歩が誤作るの

ののを械

業土
作押

掛あり業も変

重
をを
砂費
土経

にの

ま算
ル積
トて

ーし
メ複

の更乳ついく

移て
でし

道て亜も

沈を農いるい
メが

量っに検鉛の

下行
測いいすッあ

のてつ討
、必鋼、

定なてるキり
に様

当も農要板仕

にい
りが設あ塗に

たの道が
指。をい

、あ計る装つ

のし石

際た針施て

実っ

す

のる対

めいに

たて流

あ全

にが安

削のる

掘も
、。を

りた策

たっ対

当

の

水記

排特

用、

五
八

工歩が率

りっ、のの化

っ用

適。費掛あを

をた

。て

す高をたい

用のり の
るも
する
動い

べい適

の。等し検

があ
費が

経 のる

定道もす

測でた討

が造中要

数構の必

回路

針明

指に

計書

設様

路仕

に示



イ

平
成 過単た算

十 道少価外た河定

四 路との構め川す

年 工な算工、工る

九 事っ定事積事こ

北 海

砂中算道掛

にがの積歩

たっ防詰が路り

施当あ

適

整りた環め過工を

設
備、。境用少事

道 公 報

す算事歩

と積導

ウ指ア

量業べが項掛

事高数農

か単ののき過》り

例い

こと適

ら価算用と少の

算と定・

第

っ海は数用

い定な価載

傾るて岸、量水

る急す

路

の斜こい保運を管

も
が地とる全搬誤

号

る地算

定い草り

算てよ

この備す

るも整定

す

月 にて・に算にと

六 おい適おがおと

日

少てれ

いる用い過いさ

の適、と、て

てもがて

砂る

土が切ロな土い

、
砂あでーっ

金

い掘、

のっなドてのが

運たいヒ

曜

も・化

搬。もーる削変

にのテ

日

るンが搬の

係ィの運率

なおし

工バ整材とに用

ッ工とっいて

事ケ備料

、る

おト事しててい

に

お使るコも

い容にてい

が

、をい用もンの

て量

るがリあ

根大てすのク

りな既こあーっ

掘き、

たの。

、機設とっトた

戻とコし。打

埋種のと

をっが

定なが排ろな用

て切路、て適

しっ適水

るで

査いでの３い切

た

い査ともな

定るな調回

も

でのも設しのい

率も
正あ委いの

補がの計て
おの

るたにも

すっ託る

も工すり工
といが

こ。

壊さの事る、事

あ崩と

お

た防れがに台高に

っ

の単い

。止てあお船い

るたて積価て

工いっい

な見

にが。、載と、

事
い土波量っ積

お、消数
のよいに

て砂工にてり
もり

掘すたりるよ

、と

事こ

とが工る

削べめ算

れたおと

さっにと

とあ
る、て

いてれ

て。いさ
、

変修が

、伏る

が起い

・適

のす離

率を距

化正

土区

掛布っ盛用

歩グあ
単を

の単。の分

り設た

区算はっ

用の価誤

適価

量め

をに土た

分定、た

たり変安

ったの、

誤当

て設

め計率単

た、化い

る掛

等たクい歩

ししン
、の

使めーがり

にたリ
砕用

す積構破適

用、ト
る分

バが物す区

る算造
き誤

ク少取大を

ッ過を
を、

ウな壊さり

ホとり

てあ

機て、誤工

のっし

て合。

れ打た

さ、っ

と
補着

、を

が数

る回

いせ

い終

て最

しび

を及

正手

既すが材

土きの定の資
っ価

のこ設るあ単

砂と
搬をンとたを

運ろコこ

岩リさ定

捨軟クと。設

しトてる

のとーれす

土
たロる合

価たブい場

単
、ク、、

、めッがは

は

算

適るの

質高取台過

土

表誤

分のを

区め定

用た

た搬た

っ運た

誤土っ

を

い

、価高

め単、

たのめ

を価

単運価

い、単

高は

算誤いな

積を用と

、算

がってっ

る用用

仮導あ強

指アイ

費項川に水鉄

物設事河

っ費

理の》工も路板

処

た安

のるマたの

種い篭
、

定のトめい

選もッ
道すも用す庁

の用い理

防費路るの水る舎

砂経

エ
め回

た２

いの

な時
も遊コ道。

必堤いトた

な川をの歩ン路

要河防

よ単しへの

にい外船去

算と単積引

り価のの取

海いい河な

とがててわ

て少岸るる川か

道し過

な離っ

と距な

価搬と
路

ウ
っにて

の設っ

い量施あ

て数が

か事敷

場積事か工を

る

す

おがにわに設

に算等

切いずいる

け適おらお
全、と

処でて、てこ

る

し

経い仮延既と

理な、

の道に用て

費も設長設

へる路る

積路係水い

を

が路こ改
しの敷のが

算

事めあ工と築

ダを工た

工算に仮っ事と工

ム積

てに

事しお置た等し事

へおいお

等てい場。に

おな、運いるい

にいて

、、、

いい既搬てがて

の道るコ取残

ても設す

しを

資が路こン壊土

、

設とリ経廃

材あにとク

事

経工築が道ク工

のっ

っ備ー等

費事造あ整リ

積おるた工トに

をにす

に経い

算いこ。事のお
、

て、とお費て

してと
河てて積資

い新しいを
コしの

い道い、算材

な

属

の掘がルて付

もをる

と保がも工っ

削、クい

事るな全、の事た

工い

おめ

にがっ工近がにた

ヤっい、

お、て事いあ

るおーたて積

い盛いに

、にもいド。、算

て土

ら曲過

表使のてか湾が

であコの部少

土用が、

堤な

すきっン距にと

を

。リで防っ

きなたク離

の定事。

も算工た
取い

て

っ切い

あ適お

ががに
計
も積

い土

。な、

たで

敷

て鉄鉄布、

誤
を
算

の

面

なの経替設

い板板設
を

も設をに積

い敷費え
っ

が当算た誤

のに積当

っりて、た

あたしり

五 た、い作た

九

積

部もに、

。一る業め

ー費棄

用が用算

転の使

。さてトを物

現た置し

造算し

内れい構積と

場

処

搬いが物して

運てる
ガ撤取い理

経る、をて
壊いる

やー去りなす

費

と

レケ運しもこ

クド・
ブ経産がと

ーー搬、の
廃って

にル費業あし

ン

いや

し掘入な品

よをを

の増

河土舗も割

、削り
あ費

を一のが経

道を装
たを

り仮層っ等

切旦基
用算

えき使。積

替置に

、経るて

後るすし

たす

をて

河を粒な

旧費密い

後きト搬築い

りすー運
ロ用しも

、取ブ費造る
いが

土土ッをての

切り
盛をを定るあ

・量ク算
作た、た

土控製しがっ

め率

ししすた曲。

を除

積径

道かヤ、半

てなる

た
っ

をたド算に

路っー

少
過

が
量

土
削

掘
、

め
た

能っる過

可あすが

な
と

にな

も。道と

なた農少

る撤積棄たい

が補っ

の

ししとが

荷去算物。る

再いて廃

げ、てし、

揚

道積度い

業使な処棄

作

フが

埋しスの

を算アも

しなルっ

戻いァあ

めて

設め２過る

新たをがよ

る盛所と正

す、か少補

と量けっ行

こ土設なを

の
も

る
い

て
っ
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森いし導

カ検つ定３指

道行事林てた施事

を討

分工》

路っ項整現部項

事い工管は

工て》備場

等な事理、

北 海

、か

費補行はな

ウエオ
な傾共っ

庁交及正わ急

現をか斜通た

舎流び値

築設場適っ地仮た

新施
工基管用た崩設め

道 公 報

が

諸導しのの算

指アイ
庁を過

経事庁てが旧率

るっ舎誤大

費項舎いあ

積築がたのっと

の》新

算工、。不てな

第

道た

てをいっ

エオカキ

岸が路。

河い庁積海る

い改し侵、工

川な舎算

回等

事も築て食７事

工
にの工い対

号

ウ

平てそ

成い交の
十る通経
四も安費
年の全を
九

率正

にいに費補

が施積

冬対

いのいのの

おもお
補か

、、、期象

てやて

誤工

１てがを除

月っ期正ら
行外 日い

てる

以る月っす

降も
期がまると

のの日いこ

及積

事盤理した壊費、

、止び算

に整費ため防

補め積工現が

お備のた

て事正、算事場過

い工

理と

、等に積がに管少

少い費な

一に当算過お

り過とてのっ

般おたが

理て、大な、補て

管い

をる

費、地とっ工正い

い場行も

を施方なて事

が事諸用適っ
減工部っ

費作しい

適等経工用て
こも

でおの物たる

切に

いて算体との

ない積解

建事、あ

も、を工やが

に経た

築築等諸っ

の建
工いの

電独お費。

、単

事な策のに

設事て対

気

い

いあにい工転お

おが

のにとて

てっおも事用

対。てがおし、

、たい
ってた建

岸、あいた重
、機

実骨た、め設

で鉄

等

す立締積械

施組。仮

分

護業にがの

る作切算

岸に使過

月あ設算

六っ工し

日

いい
おな

。にい

た事て
ても

金

捨が
、の

曜

のっ
土あ

日

つ

間あでがに

め。
たた

て

適たな工い

にっと、
完討

すての検

用。っ事

現、をる

きり成す

べお

必 場

が

管月月要

理１
で。

率以まる

費日日あ

額地のてる所うの
の降

とあ

調域補いものこが

整・正るの

さた

し工値もがメとっ

っトれ。

て事をのあー

所用、たルて

い場適や

内る

ものす山。以い

る
が分き僻にが

の区べ間
こに家こ

あにと地人、
あ補

たじろおがの

っ応

現と

備と、象

。たをけ

械た管ら

機た場な

、し

及経

備、費い

設め理な

をが一を

事算び費

工積

理と

併少管象

合過般対

とっ等た

事な費し

工と

に要すと組

工必用少解

た足大っ運

当なるな立

、や土い費

り場型て搬

要落うも積

必墜のるを

仮止転がし

な防のの算

の全はっい

橋安用あて

費ッ回。い

経ネ１たな

る
す
置
設
を
路

道
設

仮
に

期期し

冬のと

し
と
と
こ

－
８

正に指

補間て

が導公も摘

指い２指ア

災項療

あ事用の火事医

》にあ、》事

っ項車が

街補場を

共市るる正

た

のをにわ

仮地正合行

通
－
８

設
事公公船

摘
１指アイウ

》車車に

用項用用舶

公

、

てい諸め

してのた

車

７８

工も費積

施る経

営摘北るの

エ経指いそ

人河て管事海。他

負し

》競事

の川い理項道の

さの

をトとも

承工なに

し費てあ

算経れが

積の

－
６

漁

導期すの

４指アイウ

こあ港

そ事道と海るが

な保とっ工

の項路異岸

さ性
、
が
る
い
て

他》工 て

工中見

山たら

治れか

た難が

。よっ盗故

事腹

失し

通亡生

交。、発

る
生金

発償

が賠

故等、

事
いて

てし

しと

る

的衝

交よ私る

のにをよ

故通使事

事交に突

通る
故しが

等事用故

気し

発川酒生

が旭、発

、現び賠

し木帯、

生土

諾事い係馬項

多業運償

得おの事経

をにもるの
、

いてあは

ていが項営

督。馬

い監た勝

な、っ

あ２券

がを票

の員投

も

全とた事
た指入

っ名収

てお

等て工し。に

事っ

るて

おるにいい

にい事
、工

てのいが、

いもお
計引

工あ、設事

、がて
書し

のた作図渡

期っ製
離契に

定たや前

設。し

い置切

お仮適

にに、

が

の

斜た砂

、し土

てきな
出等

土搬出

の、搬

面後
石こっ

岩る行

やすを

砂

、万 が
特
段

なが

も出

由支

理の

の円

談た

示っ

くあ

稚事。

釧に及

額所転金
内務札

支り修

賠帯路よび

の、
、通費

金土庁交繕

償広
別故と

び現更事用

及木
業起て

繕所農をし

修業
費、
用渡高こ

の島等し

の

出庁校い万 支支学て

るど

いな

て少

し減

。名
員段

督一

監り

、よ

がに
、

担し部

分厳政

のと農

工堤書事

、岸約工

すい

そ物

規ロ、的

事ブに目

にを保使

等クのを

模ッ
つて

じ示にし

応指管用

め日てる

定るいい

てす

とて

れで載、

らま記が

崩てい

りしな

切とい

の

あ

当がが

にるの

しいも

り斜っ

た、

六、面た

〇

幌

を家
等人
砂の

土下。

て大

試め科

産進医

水を

）な）

場い学

験

等、、た

が胆警。根

っ支本支の

あ振察室円

。、））出

た庁部庁支

務

項に事

事況馬

る状競 し書

示て）

指っ所

をな

る人いに

い負て面

て請
も請

準保いる

標がなよ のる
柵す
護対

防に

工管 置全
設安
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適で平

のの
務た

検又平 定は 化同

成 申名 等規年

十 請称 に則９

四 者及 関第月

年 のび す９６

九 条日

北 海

条 北

遊の 海

技遊 道

機技 公

の機

エ

安

認の

て

委

定型

決い

員

及式

定な

会

びに

書い

告

型関

をも

示 作の

道 公 報

公、

るががにしが

イウ

認い用適

場定あ職承て

たのをる車切

合めっ員

、れ。自得ものな

はら
事て家るの運指

第

－
８

旅

導導

エ指アイ３指ア

設の項行

借事物施そ事

物》供の他》を

上項品

の員理ぜ

件用管命

号

業体

授で

育校

体学

イウ

氏住 る 中罰

月 名所 法第

六 律１

日 群株 項
定県会 和規馬式 昭の

伊社
勢ヤ 年に

金

市マ 律り崎ー 法よ

曜

示連 第公

取日 す北

る海 号町

式す 第

のる

成が
しあ道

検技 号

いた定術

なっ

公

文にの

で。等上

安

をす格

書関規

委

行規適

施るに

員

てし

し則合

会
前い用こが行導

い昭て

っ理を

にる車とあ管等

、公よたに行

承がをに

いて

を旅務り。おっ

認
る出ためてい

得行の認
にれ運い

こ発めら、な
管の

とに使て行も

と後
れ認する理が

さ承用い

損印瑕ら
てしるが簿あ

よ職

事紛にた

壊を疵れ

発て事が

がしる員

故失
の務

しる等用

生い故、

繕が生了

修の発終

、も

に事

用っよに

費あに後

がし

故生

事発

傷が

負故

賠と

、金

し償

生賠

発、

）

金て

償し

。道

第

番 公
安

の

委 項

会 ４

員 第

委 条地

。

野 う
い

佐 を
定

長 検

員

る和い 告る も
の年旨

示

安

公公定

、家検

や国の

印

業

用会営

使員俗

の委風
４規

簿第の

録則等

記規

事記た

お、こ、のっ
を

か

、行は前載。

り旅と

見

行令や承ら

旅命、の

指

令等ををて

命簿む認

を

や整なな導

簿が得得

す

命さ場で要

復理いい

内

のてに家る

書れ合自

、己

とたり自
整い限用

償発

て賠啓

し。
金活

を動 万

支の

出た
務

支い用

のてに

円しめ

出る

あ境の等

が環も地

と
て万 し
１
億

円
の
支 万

出
が

文 ）

出。

支た

のっ

円あ

式の概要検

３

っ

男 行
を

技技式

遊遊型製型定

型

第び

え）及

備号制

年 造

検検又代製う

け６業

付

業 定表 定定は造事

検検

請称は所 者 定の申名又

、でで

理なり車容

年有

前張る

方も事出あ

のい
製う型式の概要

２

法の

遊型製型 表 は造事

又代
は所技技式 者
名又業遊

た活あ滞

っ生がに

造 称
検

１

。

）たす

。部っ在

定定

型式の概要検検検

式請 定の 遊型製型申 定
年有 造 技

）

っ庁庁

あ育育

が教教
遊 表造事

代製う

。
た）

業 機機試

は所技 者
又業

日

種区番 者月 のの験 式

平

類分名名号

回遊キ株

成 胴技ョ式

式機ジ会

年 遊のン社

機定ホリ月

技認ノア９

の

型ク

びト日

及シス６

のび査所 番効の 者及検

名行地

氏住を在 期氏 月

株代埼埼埼

日号間名所
京式表玉玉玉

平第公東
示 成

の都会取県県県

日千社締川狭上 年

代ア役越山尾 ９

大大

月号平田リ市市市

茂台字字

６成区ス加南

東ト 日

の機機試

年神ク一中小

査所のの験 式業 の 及検

号

住を在種区番 者 氏 び
所名行地類分名名
株 株代群ぱ遊

式 式表馬ち技

会取県ん機フ会

社締桐このィ社

定バイ

ダ役生遊認ーダ

ド寳境機及ード

イ市技

者

町型ジ

ー田野びカー

月 の験の 番効 式業 機試
号日号間名

区番氏 期 者

平第公東

分名名

遊ロ株

示京 成 技ッ式

の都 機ク会

日渋 年 のク社

谷 認ラヤ９
６成東

定イー月号平区
二

及ママ

びー日

査所の

の検の機
型年丁

群回

名行地類

を在種 氏
締伊遊

取県式

表馬胴

代

取

澤連

富市
崎機

役勢技

等ク

定テ

検ト

のー

式ラ

るー

すジ

関ロ

にノ

六 規ズ一

丁新敷

６
第
則

月二ー曹目田谷

９田ラ

字字 ６丁ト

久

日目テ番芝天

）５ク地

保 番 か番ノ８

ロ ら地

式ノ

間ズ

年ー１ ３号ジ

ル

目検ー

治丁のガ

久六

定
等 番

目

６
第
則

規
る
す
関 地に

式９

の月
か

等）号

定日３

検６番

則
規間

る年

す３

関ら

に

政町

６
第

敏

号
１

第
条

号
２

第
条

地
番

号
２
第

条

イ



事

検又代製う型式の
６

名又業遊遊型 表 定は造

機機

請称は所技技 者

申

査所のの式 の 者及検の

のび

北 海

定

型式の概要検検検

５
技式定の 遊遊型製型定

効 式業 機機試年有 造 技

月 のの験番

道 公 報

造事

検検検検又代製う

型申名又業 定表 定定は

年有 式請称は所 者 定の

査所 番効の 試者及検の

月 験のび

第

又代製う型式の概要

４

遊遊型製 表 定は造事

検
称は所技技 者

申名又業

業 の 者及検の機機

造 請
のび査所のの式

号

検検 平

定 成
十定の
四有
年番効

九

類分名

氏住を在種区 氏

名所名行地

愛京代愛ぱ遊

県ん機ジ

知楽表知ち技

名業締名このュ

県産取

技定シ

古株役古遊認ラ

市会榎市機及ッ

屋式屋

川白型パ

中社本天びク

者

尾宏中のク

区区式ー

名名号日号間

種区番期

平第公

類分

京 ぱ遊

示 成 楽 ち技

の ん機ジ産

日 年 このュ業

遊認ラ株９

会６成

技定シ式月号平

機及ッ
びク社日

氏

のク月

式ー９

型パ年

所名行地

番氏住を在 期
公愛京代愛

号日号間名

平第
示知楽表知 成

の県産取県

日名業締名 年

古株役古 ９

市会榎市

月号平屋式屋

中社本天

６成

日

月尾宏中

９区区

年川白

名名

氏住を在種区者 氏

株

名所名行地類分

式

愛株代愛ぱ遊
ん機ピ会

知式表知ち技

締西このン社

県会取県

古大役春遊認ク大

名社

及デ商

屋一日技定レ一

原郡びィ会

市商市井機

村西型ー

中会

春式 区
期

鴨明町の

月号間 六
日

示
第公
の
日

金

成
号平

曜

年 日

月
９

頭砂検
等１

橋町定

三

に
す 地 目関 番 丁

第
条
６
第

号則

８規

番る

６

関ら

にか

等）

定１日

検
条

６
第
則
規間

る年

す３

日橋町

６頭砂

第

）三

地 ら目番 か丁
３

字定

付大検

号
間８
年番

目字関

丁村に

一沖等

町

西す

番第

１則

地川規

番ノる

３
ら

か
）

日
６

第
条

地６

検又代製う
イ
号
１

間
年

定表 定定は造事

検検検

称は所 者 定の申名又業

の概要

８

イ
号
１

年有請

製型 表造事

代製う型式

所技技式 者
又業遊遊型

概要検検検検又

７

造 は

製型申名 定定定は

式の

有 造 技式請称 定の 遊型

検又代製う型

イ
号
１

年

定表 定定は造事

検検検

所技 者 定の申名又業遊

式
製型

概要

年有請称は

査所 番効の 者及検の

造

地

氏住を在 期氏 月のび
代三三

日号間名所名行

阪砂表重重

平第公大高

示 成

の府電取県県

日大器締度志 年

阪産役会摩 ９

石玉浜

月号平市業郡郡

央式井城島

６成中株

日

検の機機試

年区会町町

者 氏査所のの験 式業 の

類分名名号

を在種区番

名行地

株 代群ぱ遊

式 表馬ち技

取県ん機・会

締桐このラ社

技定キ和

役生遊認ッ平

島沢びシ

中広機及ー

市

効 式業 機試者及

町型ア

氏住 期 者月 の験のび 番

名名号日号間名所

区番
平第公群株

分

京 遊

示馬式 成 楽 技

の県会 機ジ産

日桐社 年 のュ業

生平 認ラ株９

成広

定シ式月号平市和
沢

及ッ会６

びク社日

の 者及検の機
型パ年町

期氏 月のび査所の 番効

所名行地類

氏住を在種

公愛京代愛ぱ

日号間名
示知楽表知ち

平第
成

の県産取県ん

日名業締名こ 年

古株役古遊 ９

榎市機

月号平屋式屋技

中社本天

６成市会

日

名号
番 者
験 業試

年川白

京
楽
産
業

９南社治蚊大

社
会

式
株

屋

６場字塩

月船夫野字
広

）丁原字

日二松

か目

見 ら９
３番番
番 年

潤丁のー

２式タ

１ 間号

定

目検
等

則
規

８る

のす

地関

番に

のク月丁

式ー９２

６
第

６目 検
定１日

等）
８

す３の

関ら地

にか番

９区区

６
第
則

規間

る年

日橋町

６頭砂

月尾宏中

）三

地 ら目番 か丁
３

号
間８

年番 六
二

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



概要検検検検又平

定定は成 製型申名 定

十

造式請称 定の

四 試者及 年有

年

月 験のび 番効 業

九

北 海

事

検検又代製う型式の

又業遊遊型 表 定定は造

請称は所技技 者 の申名

効式 の 者及検の機機 有
のび査所のの

道 公 報

定

事
う型式の概要検検

技技式定 業遊遊型製型

番 式業 の機機試年 造 所

月 所のの験

第

は造

要検検検検又代製

の 製型申名又 定表 定定

検 年有 造式請称は 者 定

のび査 番効 業の 試者及

月 験

号

技技
遊遊型

型式の概

９

番氏住 期 者

のの式 機機

月 名号日号間名所六
日 平第公岡山 山

示山佐 成 佐

の県株 株

日新式 年 式

見会 会９金

６成高

社月号平市社

曜 尾 日

年日

住を在種区 期氏

月番 ９

間名所名行地類分名

氏

技ブ

公岡山代岡回遊セ

県式機ン

示山佐表山胴

式締浅遊のア

の県株取

見会役口技認イ

日新

里及ン

平市社郡機定ラ

尾野庄びド

成高佐

町型－ 年

慎里式 ９

在種区番 者

月一見の 番

平第

地類分名名号日号

回遊ア株

成 胴技ル式

式機フ会

年 遊のァ社
ネ９ 技認

ト６

機定－ッ月号

及

住を 期 者氏

の
式

型
び日

号日号間名所名行

番氏

平第公大株代大

名
高

示阪式表阪 成 砂

の府会取府 電

日堺社締八 年 器

市ネ役尾 産９

ト国沼

業月号平旭ッ市

丘本２

株６成ケ

式日

４

社９町幸目

会年北丁

遊ヒ

類分名

種区

月１司

遊のョ

式機シ

胴技ッ

回
びカ

及ン

機定キ

技認ウ

日の ６地 のモ
式ジ

型ク

検 地

間
年
３
ら

か
）１

６

定 の 日

す

ら関

か地に

）番等 １

第
条
６
第
則

間規

年る

３

第
則
規
る
す
関

に
等

定
検

号

日４１

６丁番

第
条
６

ノ

間
年
３

ら号
か５

）番

る
す
関

にリ
等タ

定ガ
検

第
条
６
第
則
規

製型定

型式の概要検検

２

年 造 技技式定 遊遊型

事

検検検検又代製う
号

申名又業 定表 定定は造

２

年有請称は所 者 定の

号
事

又代製う型式の概要

又業遊遊型製型 表 は造

造 称は所技技式 者
名
定

型式の概要検検検検
請 定の 遊型製型申 定定

代製う
号
２

年有 造 技式 は所技 者
又業遊 表造事

月 のの験番 式業 機機試

分名名号日号

種区番 者

平第

類

マ ぱ遊

成 ル ち技
ん機クホ

年 このリン

遊認ス工９

及リ株６

技定タ業月号

会

びア式日

機

査所 番効の 者及検の

型

地

氏住を在 期氏 月のび
マ代愛

日号間名所名行

示知ル表知

平第公愛

成

の県ホ取県

日春ン締春 年

日工役日 ９

市株岸市

月号平井業井

桃式桃

６成

日

及検の機機試

年山会山

氏 び査所のの験 式業 の

名名号

住を在種区番 者

所名行地類分

株 株代群ぱ遊

式 式表馬ち技

会取県ん機踊会

社締桐このれ社
フ

ソ役生遊認大ソ

井境機及長ィ

フ市技定

ア

ィ

業 機試者

町型

ア置野び

氏 期 者月 の験の 番効 式
分名名号日号間名

区番
平第公群 遊ザ山

示馬 成 技ク佐

の県 機ザ株

日桐 年 のク式

生 認セ会９
６成境

定ン社月号平市
野

及リ
びョ日

所の

の検の機
型ウ年町

回

名行地類

を在種 氏査
浅遊

取県式

表山胴

代岡

野庄

佐里
郡機

役口技

締

町

社

関
に

等
定話 検神 のの 式

る
す

六 規三

夫１

９町社勇町

６
第
則

日目目

６丁丁

月１
）

式

間
年
３地地 ら番番 か

定

目検

男丁の

定七

等
６
第
則

規
る
す
関 地に 番

６目

のコ月丁

式バ９七

検
定日

す３

関ら地 にか番 等）

見

慎里

６
第
則

規間

る年

一

１
第

条

イ
号
１

第
条

地
番

号
２

第
条

イ
号



表造事

代製う型式の概

所技技 者
又業遊遊型製

の式業 の検の機機

造 は
査所の

北 海

は

式の概要検検検検又

の 遊型製型申名 定定定
者及 年有 造 技式請称 定

の験のび 番効 式業 機試
月

道 公 報

事

検検検検又代製う型

名又業遊 定表 定定は造

有請称は所技 者 定の申

の 番効の 者及検の機 年
月のび査所

第

造事

代製う型式の概要
式 者

又業遊遊型製型 表
検の機機試
造 は所技技

査所のの験 式業 の

号

検検又 平
定定は 成申名 十請称 の

四者及 有

年のび 効

九

類分名名

を在種区者 氏

株

名行地

式

代群ぱ遊

取県ん機フ会

表馬ち技
遊認ーダ

締桐このィ社

及ード

市技定バイ

役生

型国

田野び戦ー

寳境機

町

久六式

所

区番氏住 期 者

治丁の

東株

分名名号日号間名

平第公 株 遊

示京式 成 式 技

の都会 機麻会

日渋社 年 の雀社

谷ダ 認パ三９

東ド

定ラ洋月号平区イ
二ー

及ダ物６成

びイ産日

９目

型ス年丁

式

氏住を在種 期氏

の６月

ぱ

日号間名所名行地類

表知ち

平第公愛株代愛

示知式 成

の県会取県ん

日名社締名こ 年

古三役古遊 ９

金市機

月号平屋洋屋技

千産沢千

６成市物

日

今求今

９区要区

年種種

名号

を在種区番 者 氏

月

名行地類分名
株 代愛ぱ遊

式 表知ち技

取県ん機麻会

締名この雀社

技定ラ洋

役古遊認パ三

びイ産

金市機及ダ物

屋
種型ス

沢千

氏住 期

求今の７

要区式

月間名所 六
日

社

の県会

示知式

公愛株
古三

日名

金

成市物

平屋洋

曜千産

年種 日

定

目検

月今
９区

等
６
第
則
規
る
す

関 地に 番

第
条

か

等）号

定日３

検６番

則
規間

る年

す３

関ら

に

日三二

６池池

第
条
６
第

番

ら９１

か目目

）丁丁

３番
年

に

丁等

二定

池検

間号号

る

番す

１関

目

三
６池

第
条
６
第
則

号規

３番
ら９

か目
）丁

日
年

又代製う型

イ
号
１

間号

遊 表 定定は造事

検検検

は所技 者 定の申名又業

イ
号
１

有請称

造事
製う型式の概要検

技式

又業遊遊型製型定

検検検又代

年 造 は所技

名 定表 定定は

の概要検
式請称者 定の 型製型申

イ
号
１

年有 造

事

検検検又代製う型式

名又業遊遊 表 定定は造

請称は所技技 者 定の申

検の機 年 式
型定

要検

有

のび査所の 番効の 者及

行地類

氏住を在種 期氏

愛株代愛ぱ

号間名所名

示知式表知ち

第公
の県会取県ん

日名社締西こ

古大役春遊

商市井機

号平屋一日技

中会原郡

成市

式業 検の機機試

年村西

種区番 者月 査所のの験

行地類分名名号日

を在

平 株 愛ぱ遊

成 式 知ち技

県ん機ブ会

年 一このッ社

定ぎ商月

宮遊認ち藤９

ラ日

丹機及り事６

市技

業の 試者及

町型イ

陽び

期 者氏 月 験のび 番効 式

号日号間名所名

番氏住

平第公大株代

名名
タ

示阪式表 成 イ

の府会取 そヨ

日大社締 年 れー

阪藤役 打エ９

中事松

てレ月号平市商
央元

雀ッ６成

士ク日

者及検の機機
東株年区

氏 のび査所のの 番効の

地類分

氏住を在種区 期

代愛ぱ遊

号間名所名行

知イ表知ち技

第公愛タ

示
の県ヨ取県ん機

日名ー締名この

古エ役古遊認

市機及

号平屋レ屋技定

西ク藤西び

成市ッ佐

番
月 験

試

年区株英区型

平
号日

成
年

春

日
６

月
９

字

６付大

月鴨明町

９区
目字

か丁村

）一沖

日町

西

ら
３

オ

地
番
１

間地川

年番ノ

ツのー

三式
関

平に

下等

字定１

井検
６

第
則
規

地る

番す

６

６町

会月本夫

場式９内
番

ら１
か目
）丁
日一

社

見式理見式

間号
年４
３

社町検

月寄会子寄の

９

定

６町
日

等
す

ら関 地地 かに 番番 ）

６
第
則

間規

年る

３

六
四

イ
号
１

第
条

イ
号

１
第
条



要検検検検又代平

定定は成 型申名 定表

十 式請称者 定の

四

の 試者及 年有

年

月 験のび 番効

九

北 海

事

検又代製う型式の概

又業遊遊型製 表 定は造

造 請称は所技技 者

申名

の式業 の 者及検の機機

のび査所の

道 公 報

定定

型式の概要検検検

技技式定の 遊遊型製型

番効 式業 機機試年有 造

月 のの験

第

造事

検検検検又代製う

型申名又業 定表 定定は

年有 式請称は所 者 定の

査所 番効の 試者及検の

月 験のび

号

機

造 技
遊型製

式の概要

番氏住 期氏 の式業

月 号日号間名所名六
日 平第公東株代

示京式表 成

の都会取

日渋社締 年

谷ダ役 ９金

６成東ド寳

月号平区イ

曜 二ー田 日

年丁日

治

９目久

名

氏住を在種区者 氏

月

マ

名所名行地類分名
ル

愛マ代愛ぱ遊
ん機クホ

知ル表知ち技

締春このリン

県ホ取県

日工役日遊認ス工

春ン

及リ株

井業井技定タ業

式桃びア式

市株岸市機

会

桃
山会山型

社

１夫１のの 町社勇町式

名号日号間

種区番期 者

平第公

類分名
サ ぱ遊

示 成 ミ ち技

の ん機玉ー

日 年 この緒株

遊認で式９

社６成

技定ド会月号平

機及ッ
びカ日

氏

の！月

式！９

型ン年

所名行地

番氏住を在 期
東サ代埼埼

号日号間名

平第公
示京ミ表玉玉 成

の都ー取県県

日豊株締川狭 年

島式役越山 ９

里南大

月号平区会市市

池見台字

６成東社

日

目田

９二丁新

年袋一中

株

分名名

区者

月丁治

式

遊
認ク大

のン社

機ピ会

技
ー

びィ会

及デ商

定レ一

型
の

式

年
３

ら
か

）号
日３

６番

等

目目定法 丁丁検魔

間

に
第
則
規
る
す 地地関 番番

６

第
条
６

３

関ら

にか

等）

定日

検
第
条
６
第
則
規間

る年

す

字 ６目

番芝 日
）番地

年１ ３地 ら号番 か２８

則
規
る
す

関
に

等
定

検

間

６７

第
条
６
第

般般成約名所

一一平契
に在 競競
入入北す

争争年関称地

３４５

イ
号
１

札札海る

２

契 落平落落

約 札成札氏住札

の 者金 を

相 決年の名所額

手 定７氏

１

イ
号
１

し月名円方

北

次載 海

の平落ユ改 道

と成札修 警

に
ー

お 察ロ

り年係 本

一９る一
コ

部

般月特式
プ

告

製型定定

の概要検検検

イ
号
１

年有 造式定の 型 又業遊遊

造事
製う型式

海

の道事北北

は所技技

札

告察を道道

公警務海
す本市

部当察幌

本担警
区

第組総央

示る部中

告
織務
の部北

及課西

称設条

名施２ 号

及株東を た

住会都定

日日び式京決

ャ市手

ジ鷹た

所社三し

目
丁

６
コ沢

ム大続

競６定
タ

番

示

争日役
ー

第

入務
式

札の 道

に名 号

よ称 警

型

落び１

り及

察

を体

者量機

札数

本決

者月 験番効 式業試

定ぎ

第公

名名号日号間

番期

平 株

示 成 式

の フ会

日 年 ィ社
ーダ９

ード６成

バイ月号平

戦ー日

査所のの

検の機機
国年

ぱ遊

行地類分

を在種区

桐この

県ん機

馬ち技

群

び

境機及

市技定

生遊認

地
在目

所丁

び７ 町型

野

六
五

ん

号

部

。い

たれ

し

告

海号

北２

示

部プ

本コ

察リ

警ヘ

道）

９

レ

上テ
ー

長タ

月

六式

間
年
３
ら

か
）
日
６

定

目検

丁の
等

６
第
則

規
る
す
関 地に 番

搭

男ム

都テ

美ス
シ

原ビ

イ
号

１
第

条



毎
週
火
・
金
曜

北 海 道 公

５６７

般成約名所

契一一平契
に在

約般
の競競
入北す

相争争年関称地

事北北

方札札海る

手入
決公警務海海

をの道

第報

２３４

背落平落落

広札成札氏住札

者金 服を
決年の名所額

定８氏

し月名円

た１及榎札

日日び本幌

号

１ 北

次 海

の平落 道

と成札 警

平に お 察

成り年係 本

十一９る 部

四般月物 告

年競６品 示

九争日等 第

日
発
行

本担警札

定告察を道道

告す本市

た部当察幌

し

第組総央

続示る部中

手

織務区

の部北

及課西

称計条

名会２ 号

事中

住商市 着

所丁

び７

条
社２

会南
式区

株央

所

西
番

３
目

丁

月入の

六札名

日に称 号

札量

落数

りび

よ及

金

を
者

曜

定
決

日

た
し

（
購
読
料

警
道

海
北

。

１
地

地
在目

原
上

長
部
本
察

金（
送
料
と
も
）は
月
額
三
千
四
百
四
十

男
都
美

円
）

印編発

刷集行

富北北
海士
道プ
総リ
務ン
部海

六
六

ト法
株制
式文
会書
社課道


